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鑑 ッ飽 繕

情報技術の国際標準化と機械翻訳

慶応義塾大学教授 石崎 俊

 最近は大学での研究や学生の指導に関係する研究

教育ばか りでなく、学会活動や国に関係する仕事が

少 しずつ多 くなる傾向があ ります。これは、年齢的

な要因もあるかも知れません。若い研究者が創造的

な研究を犠牲にしてこのような仕事に時間を割 くよ

りも、私 くらいの年齢層の人が関わった方が全体と

しての効率はいいかも知れません。 しか し、いつま

で も第1線 の研究者であ りたいものだと思っていま

す。米国では年齢に関係なく研究に専念できると聞

いていますが、一方ではNSFな どからの予算取 り

で膨大な資料を書 くのが大変だそうです。 「隣の芝

生は青い」と言うことかも知れません。

 学会の活動では、情報処理、認知科学、人工知能

などでいろいろな活動をしていますが、機械翻訳に

関係 した最近の話題では、多言語情報処理プロジェ

ク トという通産省工業技術院標準部が平成9年 度か

ら始めたプロジェクトに関係 しています。実施母体

は、しばらく前に「近隣諸国間の機械翻訳システム」

プロジェク トを実施 した(財)国 際情報化協力セン

ター(C[CC)で す。多言語情報処理 と言 っても、

直接的に機械翻訳 を目指すというよりも、その基盤

となる言語情報処理技術の国際標準化が目標です。

 アジア諸国ではさまざまな言語が使われています

が、インターネット時代に英語だけでなく自国語を

PC上 で十分に扱えるようにする必要があ ります。

そのときに国際的に標準化したいのは、アルファベ

ット、漢字、合成文字など多種の文字をコー ド化す

ること、フォン トの問題、文字をコンピュータに入

力するときの処理、出力するときの処理などです。

これらの文字の処理は、各国が自国語と英語だけを

考慮 した場合は、各種の機能を内部プロセ ッサーば

か りでなく、入力や出力に持たせた りできるので、

早めに標準化 しておかないと、インターネットで接

続 した途端に方式の違いの矛盾が表面化 し、そのと

きに修正したのでは遅すぎる心配がある訳です。

 国際シンポジウムを昨年2回 開催 し、今年は10月

にベ トナムのハノイ市で計画 しています。同時に開

催 す る 予定 の 国 際 会 議 が 「ア ジ ア情 報 技 術 標 準 化 フ

ォー ラ ム」 で す 。 日本 が 主 催 す る この 会 議 は もう10

年 以 上 続 い て い ます が 、 各 国 の政 府 の担 当 者 が 一 堂

に集 まっ て 国 内事 情 や 国 際情 勢 の情 報 交換 を行 な っ

て い ます 。 最 近 は 参 加 国 が増 え続 け て い る特 徴 が あ

ります 。

 もう一 つ 私 が 関係 す る 活動 と して 、漢 字 の 国 際標

準 化 に関 す る学 会活 動 が あ り ます 。 日本 で使 う漢字

はJISで 標 準 化 され て い て すべ て の コ ン ピ ュ ー タで

使 え る こ と は ご存 じだ と思 い ます,,し か し、電 子 メ

ー ル な どの コ ン ピュ ー タ ネ ッ トワ ー ク の 普 及 で
、使

え る漢 字 の 種 類 につ い て の意 識 が 高 ま り、 最 近 で は

い ろい ろ な要 望 が 聞 こえ て来 て い ます 。

 国 際 標 準 化 機 構(ISO)の 中の 情 報 技 術 を扱 う1TC

1の も と に文 字 コ ー ドを扱 うサ ブ コ ミッテ ィー(SC

2)が あ り ます 。 情 報処 理 学 会の 中 に情 報 規 格調 査

会 が あ ってJTC 1に 対応 して い ます が 、そ の 下 にSC

2専 門 委 員 会 が あ っ て漢 字 も含め た文 字 コ ー ド全体

を担 当 し て い ます 。 そ こで はISO/IEC10646と い う

国 際 規 格 の 制 定 と修 正 を続 け て お り、 通 常 のJIS漢

字 ばか りで な く、JISの 補 助 漢 字 と 、 さ ら に 追 加 し

た 漢 字 集 合 が 入 って い ます 。 近 い う ち にそ れ ら は 日

本 で も コ ン ピ ュ ー タ上 で 使 え る よ う に な る 予定 で す 、,

また 、 現 在 国 内 で検 討 中 の 新 川S漢 字 や 、学 会 を通

じて 募 集 中 の 新 しい 漢 字 の集 合 が 数 年 後 に は国 際 的

な 規 格 と して 制 定 され る 予定 で す 、,

 この よ う な標 準 化 の仕 事 は 大変 地味 で 、 ほ と ん ど

ボ ラ ンテ ィア活 動 で す が 、 イ ン ター ネ ッ トの 普 及 と

そ れ に伴 っ た情 報 交 換 の 推 進 に不 可欠 の もの で す し、

そ の 後 で 機 械 翻 訳 が 世界 中で 活 躍 す る場 を提 供 で き

る と思 い ます 。 ま た 、逆 に 、 イ ン ター ネ ッ トで 英 語

が ます ます 普 及 した とき に各 国 の 文 化 ・伝 統 の 維 持

・発 展 も重 要 な課 題 で す 。 国 の 大 き さや 使 用 す る民

族 の 人 口 の 多 さ に関 係 な く、使 用 す る 一;語の 機 会均

等 の た め の 世 界 レベ ルの 情 報 基 盤 作 りが 重 要だ と思

って い ます 、,
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   多言語 コーパ スの動 向

電 子協 日英対訳 コーパ ス
通信総合研究所 関西先端研究センター
  知的機能研究室 室長 井佐原 均

1.は じめに

 翻訳を行 うための基礎データとして、対訳データ

は様々な場面で有効に使われています。翻訳支援 シ

ステムにおいては、類似 した例文を提示する機能は

必須のものです し、機械翻訳においても、用例翻訳

システムが翻訳精度の向上の有効な手だてと考えら

れています。自然言語処理の分野では大規模なデー

タを元に頑強なシステムを作ることが主流 となって

お り、用例翻訳の基本データとしてのみならず、機

械翻訳システムー般、さらには自然言語処理の研究

及び実証のために大規模な対訳電子化テキス トデー

タベースが必要とされています。

 対 訳 デ ー タ を使 っ て の翻 訳 につ い て は 、 既 に解 説

が あ りま した の で 、 こ こで は、 対 訳 デ ー タ には 、 ど

の よ うな もの が あ るか とい う点 に焦 点 を当 て て 話 を

進 め て い き ます 。

2.対 訳 デ ー タ あれ これ

 対 訳 コ ーパ ス に もい ろ い ろ な レベ ル が あ り、 同 じ

内容 の2力 国 語 で 書 か れ た 文書 の フ ァイ ル を セ ッ ト

に した もの を標 準 に、 章 同士 、段 落 同士 、文 同士 の

対 応 を付 けた もの 、 さ らに深 く、文 の構 造 や含 まれ

る単語 レベルでの対応を付けたものなどが考えられ

ます。もちろん、深い対応がついているデータほど、

機械翻訳 システムの研究開発には有効です。また逆

に、文書同士は対訳関係ではないけれど、複数言語

で書かれた同じ分野の文書を集めたというデータも

自然言語処理で用いる基礎データとしては有効です。

同じ分野であれば、異なった言語でも同 じような語

彙が現れるであろうといった予測から、情報検索の

分野等で、いくつかの研究が行われています。

 なお、文対文の対訳について考える場合には、そ

れが文章中での文同士の対応を付けたものであるか、
一つの文とその訳文のペアを大量に集めたもので

、

文章としての繋が りはないものかで、その利用でき

る範囲は大きく異なるで しょう。

 世 界 的 に 見 れ ば 、 こ の よ う な デ ー タ は 、 い ろ い ろ

な 機 関 で 作 ら れ て い ま す 。 例 え ば 、ELRA(European

Language Resources Association)に は 、 表1に 示 す

よ う な 多 言 語 コ ー パ ス が 登 録 さ れ て い ま す(http:〃

www.icp.grenet.fr!ELRAlhome.html)。 し か し な が ら 、

日本 語 を 含 む 対 訳 デ ー タ と な る と非 常 に 限 ら れ て き

ます 。 こ れ ま で 、 日英 対 訳 の デ ー タ と し て は 、 講 談

表1:ELRAの 多 言 語 コー パ ス
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図1 講談社和英辞典の記述例

あい いれ な ・い 【相容 れ ない】

彼の教育方針 は時勢 と～い

His princeples of education aze out of harmony with the times.

私の考 えは彼 らの考 えと～い

My idea runs counter to theirs.

両者 の主張 は ど う して も～い

The assertions of both parties are quite incompatible.

この二 つの方策 は～い ところがあ る

These two plans conflict with each other.

社 和 英 辞 典 の 中 の 例 文(図1>な ど、 限 られ た もの

しか あ りませ ん で した 。 また 、 新 た に入 手 あ るい は

作 成 しよ う と して も、 大 規 模 な対 訳 文 書 自体 が あ ま

り存 在 して い ませ ん 。 日本 語 だ け の 大 規 模 コー パ ス

と して は 、 毎 日新 聞 の 記 事 を対 象 とす る もの が い ろ

い ろ な加 工 形 態 で 利 用 され て い ます が 、 新 聞 記 事 の

完 全 な 英 訳 は 存 在 しませ ん 。 もち ろ ん 、 日本 国 内 で

英字 新 聞 を 発 行 して い る 新 聞 社 は あ ります が 、 日本

語 版 と英 語版 との 内容 は 、 そ の 対 象 読 者 の 違 い か ら、

同 じニ ュ ー ス を扱 う場 合 で も、必 ず し も同 じで は あ

り ませ ん 。 この た め 、 新 聞 記事 の 日本 語版 と英語 版

を 集 め た の で は 、 同 じ分野 の 文 書 を集 め た もの と し

て は 役 立 ち ます が 、 翻 訳 の た め の情 報 と して は 、 あ

ま り有効 で は あ りませ ん 。 また 、小 説 の 対訳 が 何 冊

も書 店 で売 られ て い ます が 、 こ れ を 電 子 化 し、 一般

に公 開 し、研 究 に 利用 し よ う とす れ ば 、 一冊 ご とに

著 者 、訳 者 、外 国 の 出版 社 、 日本 の 出版 社 の 許 可 を

得 る こ とに な り、現 実 的 で は あ り ませ ん 。

3.JEIDA日 英 対 訳 コ ーパ ス

 前 節 で述 べ た よ うに 、対 訳 コ ー パ ス は 、欧 米語 間

で は 、大 規 模 に収 集 し、公 開す る とい う活動 が既 に

進 め ら れ て い ます 。 とこ ろ が 、 日本 語 と英語 との 問

で は 、著 作 権 や 費 用 の 問題 な どが ネ ッ ク とな り、文

同士 の対 応 付 け情 報 を 含 む 、公 共 性 の高 い コ ー パ ス

が 存 在 して い ませ ん。 この ため 、 日本 電 子 工 業 振 興

協 会 で は 、 自然 言 語 処 理 に関 わ るの 研 究 開発 の た め

に、 日英 対 訳 の言 語 デ ー タを収 集 し、対 訳 コ ー パ ス

を試 作 す る こ と に し ま した。 こ こで は 、 試作 作 業 を

通 して 、対 訳 コ ー パ ス作 成 に関 わ る諸 問 題 に つ い て

議 論 し、 さ らに そ の コ ーパ ス を用 い て 日英 の 文 の 対

応づけや、言語情報の獲得などの研究を行なうこと

を目的としています。

 対 訳 コ ー パ ス 化 す る テ キ ス トと して は 、 わ が 国 の

政 府 機 関 が 発 行 して い る 各種 白書 を対 訳 コ ー パ ス の

対 象 と して 選 び ま した 。 そ の 主 な理 由 は以 下 の2点

で す 。

(1)作 成 に際 して 十分 に時 間 をか け てお り、文 章

  の 質 が 高 い。 そ して 、 日本 語 版 と そ れ を正 確

  に翻 訳 した英 語 版 が あ る、,

 白 書 の 文 章 と い う と 、特 殊 な文 体 の 文 章 で あ る と

思 わ れ る か も しれ ませ んが 、実 際 は完 成 版 が で き る

まで に 、 時 間 をか け て校 閲が 行 わ れ て い ます の で 、

新 聞記 事 等 と比 べ て も 、か な り 「きれ い な 」 文 章 と

な っ て い ます 。

 また 、 白 書 の 英 語 版 は 、最 初 か ら英 文 で 書 か れ た

もの で は な く、 日本 語 版 を元 に、 文あ る い は段 落 を

注 意深 く英 文 に 翻 訳 した もの とな って い ます(Jこ の

た め 、英 文 は 、 い わ ゆ る名 文 あ る い は 意 訳 で は な く、

原 文 の 日本 語 を忠 実 に翻 訳 した もの とな っ て お り、

日本 語 と英 語 の 文 同 士 は 比 較 的 きれ い に対 応 付 け ら

れ て い ます 。 この た め 、 た とえ ば 、対 照 言 語学 の 立

場 で利 用 す る に は 不 適 切 なデ ー タか も しれ ませ ん が 、

現 状 の 自然 言語 処 理 、機 械 翻 訳 の技 術 レベ ルが 、 文

単 位 の処 理 を 中 心 と して い る こ とか ら、 こ れ らの技

術 の研 究 開 発 に 用 い るデ ー タ と して は適 切 な もの と

な っ て い ます,、
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(2)商 業出版物を対象とした場合に問題 となる著

  作権に関わる制限が少ない。

 白書は政府刊行物であり、他の商業出版物 と比べ

ると公的利用に対する制約が少なくなっています。

ただ、英語の訳文については、別の権利が発生 して

いる場合があるようです。

 日本 電 子 工 業 振 興協 会 で は現 時 点 まで に 「環 境 白

書 」「経 済 白 書」「科 学技 術 白書 」 につ い て 、利 用 許 諾

を得 る こ とが で き ま した 。これ らの テ キ ス トを 、CD

-ROM版 か らの デ ー タ変換 、報 告 書 か ら の ㏄R入

力 な ど に よ って 電子 化 し ま した。 また 、 ヨー ロ ッパ

で 進 め ら れ て い る 対 訳 コ ー パ ス の プ ロ ジ ェ ク ト

「lingua」な ど を参 考 に、 TEI形 式 に よ る フ ォ ー マ

ッ トを行 な い ま した。 こ の段 階 で も、 化 学 方 程 式 の

表 現 法 、外 字 の 表現 法 等 の問 題 点 が 見 つ か りま した 。

現 在 まで に作 成 した コ ー パ ス の規 模 を表2に 示 しま

す 。 日本語 の 文 数 よ り も英 語 の文 数 が 多 い で す が 、

これ は 原文 が 日本語 であ り、 それ を英 語 に翻 訳 した

もの で あ る こ とに よる と思 わ れ ます 。 訳 者 は 一 つ の

原 文 を 複数 の訳 文 にす る こ と はあ って も、 複 数 の 原

文 を一 つ の訳 文 にす る こ とは少 ない の で し ょう。

この 時点 で は 、 デ ー タは文 書 同 士 の 対 応 が つ い て

い る だ け で す 。 次 に こ の デ ー タ か ら 、 文 の 対 応 関 係

を 取 出 し ま す 。 も し 、 あ る 文 」1が 複 数 の 文E1,

E2,,.。,Ekの 翻 訳 文 で あ る 場 合 、 こ の 対 応 は

(J1,E1), (J 1,E2),..., (」1,Ek) と

い う 複 数 の 対 応 関 係 で 表 現 さ れ ま す 。

 対 応 関 係 の 取 出 しは 、 プ ロ グ ラム に よ る 自動 抽 出

と人手 に よ る後 編 集 とい う2つ の 処 理 ・作 業 で 行 い

ます 。 まず 、NTrコ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン科 学 研 究 所

の シ ス テ ム[1]に よ っ て 自動 抽 出 します 。 次 に、

独 自 に開 発 した ツ ー ル を用 い て 、 人 手 で 修 正 します 。

図2に 人 手 修 正 用 ツ ー ル の実 行 画 面 を示 します 。 画

面 中 央 の 大 き な キ ャ ンバ ス に は左 に 日本 語 、 右 に英

語 の テキ ス トが 四 角 に囲 まれ て表 示 され て い ます 。

また 、 対 応 関 係 は 日英 の文 の 間 を結 ぶ線 で 表現 され

て い ます 。 編 集 時 に は対 応 関係 の追 加 ・削 除 ・属 性

の 変 更 が 行 え ます 。 対 応 関 係 の属 性 に は 、 「機械 が

あ らか じめ 付 けた 対 応 関 係 」、 「人が 追加 した対 応 関

係 」、 「人 が 削 除 した対 応 関 係 」 が あ り、実 際 の編 集

画 面 で は 、 そ れ ぞ れ 異 な っ た色 の線 で表 現 され ます 。

また 、 作 業 者 が 作 業 中 に得 た情 報 を で きる だ け容 易

に残 す た め 、 コ メ ン トを記 録 す る機 能 も用 意 され て

い ます 。 コ メ ン トは複 数 の リ ンクや テ キ ス トに対 し

て 書 くこ とが で き ます 。 編 集 が 終 わ っ た ら対 訳 デ ー

タ と コ メ ン トは 保 存 機 能 に よ りフ ァ イル に保 存 され

表2 対訳コーパスの規模

コーパス化した資料の種類

環境白書(平 成6年 版)

環 境 自書(1993-1994年)

経済白書(平 成7年 版)

経 済 白書(1994-1995年)

経済白書(平 成8年 版)

経 済 白書(1995-1996年)

科学技術白書(平 成6年 版)

科学技術白書(1994年)

科学技術白書(平 成7年 版)

科学技術白書(1995年)

科学技術白書(平 成8年 版)

科学技術白書(1996年)

和文

英文

和文

英文

和文

英文

和文

英文

和文

英文

和文

英文

大きさ

1,175K

1,535K

601K

741K

520K

766K

417K

655K

434K

689K

383K

604K

見出しの数

693

693

332

332

339

339

289

289

326

326

254

254

段落の数

2,100

2,238

i,2si

1,279

816

824

948

1,307

967

1,277

828

文章の数

4,525

6,432

3,080

3,645

2,761

3,265

1,738

2,471

1,881

2,695

1,630

944    2,375
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図2 対訳データ編集プログラムの編集画面

翻 鋤 2コ 幽 到

ます 。

 こ こ に示 され て い る例 は 平 成7年 版 環 境 白書 か ら

もの で す 。 この 部 分 か ら、 た と え ば 、 「名 詞+「 の 」」

とい う 日本 語 の 構 造 が 、 どの よ うに英 語 に訳 され て

い るか を見 て み ま し ょ う(図3)。 直 訳 的 な 「"of"+

名詞 」 と い う構 造 に翻 訳 されて い る場 合 は非 常 に少

な く、い ろい ろ な形 態 の 訳 が で て い る こ とが わか り

ます 。 こ の よ うな情 報 を、 文 脈 を 含め て蓄 積 して い

くこ とで 、機 械 翻 訳 の 性 能 向 上 が 可 能 に な る と思 わ

れ ます 。

4.お わ り に

 現 在 、 日本 電 子 工 業 振 興 協 会 で は 、研 究 用 に利 用

で きる 対 訳 コ ーパ ス の作 成 を行 っ てい ます 。 こ れ ま

で 抽 出 した 文 対 文 の 対 応 に加 えて 、今 後 は 、固 有 名

詞 の 対 応 、 節 の 対 応 とい っ た 、 よ り詳 細 な情 報 を抽

出 し、 これ ら も含め た対 訳 デ ー タ を一 般 に公 開 す る

こ と を検 討 して い ます 。

参 考 文 献

[1]春 野 雅 彦 二辞 書 と統 計 を用 い た対 訳 ア ラ イメ

   ン ト,情 報 処 理 学 会論 文 誌Vo1.38 No.4 pp.

   719-726,Apr.1997

図3 対訳データから取出した翻訳例

今回の

政府の

初の

これ まで の

6月 の

6月 の

今回の

第26回 目の

基本法の

this year's

(White Paper)

first

up to now

in June

this year's

White Paper, the 26th

of the Basic Environment Law

田s"の 使 用

明示されていない

形容詞の使用

慣用表現(副 詞的)の 使用

"of"で は な く"in"を 使 用

英文中には現れない

"ls° °の 使 用

同格表現
"of"の 使 用
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講演会参加報告

翻訳専門家にとっての機械翻訳 とは

富士通研究所 富士 秀

 近年店頭に出回っているいわゆる 「翻訳 ソフト」

は、多くの場合、一般のパソコンユーザがインター

ネット上の外国語文書を斜め読みする目的で使われ

ています。これに対 して、翻訳を専門で行っている

人にとって機械翻訳はどのような存在なのでしょう

か? 最近開催 された以下の講演会は機械翻訳に直

接的に関連するものではあ りませんが、機械翻訳に

対する翻訳者サイ ドからの評価や期待 を伺い知るこ

とができました。

・第9回 日英 翻 訳 国 際 会 議(IJET-9)

     :1998年5月22,23日 パ シ フ ィ コ 横 浜

・The LISA Forum Japan

     :1998年6月1,2日 ラ フ ォ ー レ東 京

本 稿 で は 、 これ らの 会議 の 中 で 、 主 に機 械 翻 訳 に関

連 す る と思 われ る部 分 を ピ ッ クア ップ し、筆 者 の主

観 を交 え なが らお 話 し し ます 。

1.第9回 日英翻訳国際会議

 主に日本語と英語の間の翻訳を行っている翻訳者

や翻訳会社を対象とした国際会議です。主催は日本

翻訳者協会(JAT)。 なお表題の 「日英」は、 「日本

語から英語」という方向性を表すのではなく 「日本

語および英語」 を表します。

 今回の会議では機械翻訳をメインに扱ったセ ッシ

ョンなどはあ りませんで したが、全般的に機械翻訳

への関心は高く、出席者のほとんどは機械翻訳 に関

する何 らかの知識を持っているようです。 しか し、

現状の機械翻訳の品質を肯定的にとらえている人は

少数派のようで、 「現状の日英 ・英日機械翻訳は、

翻訳作業の能率向上の観点からは能力不足である。

しかし将来的に品質が上がるのであれば導入を検討

したい。」という人が多いとの印象を受けました。

 なお、機械翻訳研究者や開発者は 「機械翻訳はど

んな場面で利用できるだろうか?」 とい う発想をす

る傾向があるようですが、翻訳作業者は 「翻訳作業

効率化の一環 として機械翻訳が使 えるだろうか?」

という発想をしているようです。次の項では、効率

化という観点から考えてみることにします。

1.1.OA化 に よ る翻訳 作 業 の 効 率 化

 翻 訳 作 業 は効 率 と質 の競 争 で あ り、 こ れ を 向上 さ

せ る た め に も作 業 のOA化 は欠 かせ な くな っ て き て

い ます 。 セ ッ シ ョ ン8Aの 松 岡 直見 氏 の 「パ ソ コ ン

活 用 に よ る翻 訳 の効 率 化」 で は 、 氏 の 一 歩 進 ん だ取

り組 み に 関心 が寄 せ られ て い ま した 。

1.2.対 訳例の蓄積

 松岡氏は、過去の翻訳対訳例 を蓄積するための手

段として機械翻訳を利用する、という一風変わった

使い方をしているとのことです。まず、紙媒体の原

稿の場合は、スキャナと文字認識 ソフトですべて電

子化 します。電子化 した原稿に対 して機械翻訳をか

け、対訳エディタ上に対訳表示 します。機械翻訳結

果の中で使える部分がある場合には使い、ない場合

には自力で全て翻訳 します。結果 として対訳エディ

タ上に手翻訳による対訳文書が作成 されます。これ

を対訳形式でファイルに格納 し、翻訳例 として蓄積

します、,なお、蓄積する対訳例には、作業日付や原

稿の種類、依頼元などのデータを付加 し、活用の参

考にするだけでなく、作業記録の統計分析にも利用

しているとのことです。

1.3.対 訳 例 の 活 用

 蓄積 され た 対 訳 例 は 、 以 降 の 翻 訳 作 業 で 利 用 しま

す 。対 訳 例 管 理 ソ フ トは 数 種 類 出 回 って い ます が 、

氏 は独 自 の 環境 で 作 業 して い る よ うで す 。 この と き

に 重 要 な の が 、 文 字 列検 索 ソ フ トで あ り、 検 索 速 度

や 表 示 機 能 な どか ら ソ フ トを選択 して い る との こ と

で す。
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1.4.機 械翻訳利用によるメリッ ト

 松岡氏は作業記録を全て電子的に残 しているため、

作業効率 に関する統計分析 を行 うことが可能です。

この分析 によると、機械翻訳 を用いることによって

効率 を上げるためには次の条件が不可欠だとのこと

です。

a.マ ニュアル等の文書であること

b.翻 訳量が大量であること

c.用 語(特 に複合語)が 登録 されていること

これらの条件 を満たした場合に限って、全人手翻訳

より機械翻訳利用の人手翻訳において効率向上が見

られることがあるとのことです。ただしこの効率向

上 も、必ず達成できるものではないので、現在の機

械翻訳利用のメリットは、対訳例蓄積や用語統一な

どが メインとなっているようです。

 ちなみに、現状での効率向上を妨げている大 きな

要因は、紙媒体の電子化とのことなので、原稿が電

子化 されて依頼される場合が増えてくれば、機械翻

訳利用によるメリットが出やす くなるのではないか

との印象を受けました。

 最 後 に松 岡 氏 の 予 稿 の言 葉 を 引用 し ます。

「効 率 化 を図 る に は、 翻訳 作 業 を一 つ の シス テ ム と

して と ら え、 どの 部 分 を改 善 す る の が最 も効 率 的 か

とい った 視 点 が 重 要 に なる 。効 率 を 上 げ る最 も有 力

な方 法 は 、 作 業 の 一 部 を省 略 して し ま う こ とで あ る 。

もっ と正 確 に言 え ば、 そ の 部 分 は パ ソ コ ンに 任 せ 、

人 間 は 、 パ ソ コ ンが で きな い 部 分 を カバ ー しな が ら

全 体 を ま とめ る とい う方 法 で あ る 。 も う一 つ の柱 は 、

過 去 の 実 務 経 験 を次 の 翻訳 に反 映 させ る 方 法 を シ ス

テ ム と して 構 築 す る こ とで あ る 。 そ の た め に も、 パ

ソ コ ン を ッ ー ル と して 活 用 す る 。」

1.5.講 演 一 覧

・パ ネ ル 討 論1"What Does a Translator Need ro be

Successful?"

・パ ネ ル 討 論2"How Can a Trans置ator Earn More

Money?"

・"Translation and the Brain's Hemispheres"

Thomas Elliott

・ 「日 英 翻 訳 に お け る パ ラ グ ラ フ の 再 構 成 」

高 崎 栄 一 郎

・"Translating[Narration Scripts"
, Tom Gally

・ 「日 英 翻 訳 の リ ズ ム 」 板 垣 新 平

・ 「英 和 訳 の 神 話 」 安 藤 進

・"ls Formal Education Necessary in Translation and

Interpretation?", Jean Keyes

・"Legal Translating Workshop"
, Richard Thieme, Ray

Roman

・"J‐EPatent Translation Workshop"
, Bill Lise

・ 「前 置 詞 を 駆 使 した 簡 潔 な 英 文 を 」 富 井 篤

・"]‐E Medical and Pharmaceutical Literature

Translation Workshop", L. Douglas Havens, Dr.

Steven M. Sherman

・ 「翻 訳 に つ い て の す べ て の 疑 問 に 答 え る 」

時 國 滋 夫

・ 「通 訳 者 お よ び 翻 訳 者 の あ り 方 」 近 藤 正 臣

・"The Agency and the Translator" , Marie Speed

・"Translating Political Economics" , Translating

Political Economics

・ 「頭 か ら の 英 訳 法 の 実 際 」 亀 井 忠 一

・ 「パ ソ コ ン 活 用 に よ る 翻 訳 の 効 率 化 」 松 岡 直 見

・"ls It Live or ls It Japanglist?" , Michael House

・ 「産 業 翻 訳 業 界 概 観 一 市 場 動 向 と 業 界 の 現 状 」

佐 藤 幸 浩

2.The LISA Forum Japan

 Lisa (Localization Industry Standards Association)

が 主催 す る 国 際 フ ォー ラム 。

 ソフ トウ ェア ベ ン ダの 海 外 展 開 に お い て 、 ソ フ ト

ウ ェ ア 製 品 をい か に して 現 地 の 環境 に 合 わせ る か 、

とい う命 題 の も とに 開 か れ る会 議 で す,,LISAの 会

員 の4割 が ソ フ トウ ェ アベ ン ダ、4割 が現 地 化(ロ

ー カ ラ イゼ ー シ ョン)企 業 、1割 が コ ンサ ル タ ン ト

会 社 との こ とで す 。

 ソ フ トウ ェア の 現 地 化 の 中 心 とな る の は 、 や は り

ソ フ トウ ェ ア画 面 上 の 文 字 情 報 の 翻 訳 や ソ フ トウ ェ

ア 取 り扱 い 説 明 書 の 翻 訳 な どで す,,し か し、 こ こで

は 単 な る言 語 の 翻 訳 だ けで は 不 十 分 で あ る こ とが わ

か って きて い ます 。 例 え ば、 ソ フ トウ ェア を実 際 に

操 作 して み て 、 その 状 況 を把 握 しなが ら最 も適 切 な

訳 を選 ぶ な どの 技 術 が 必 要 と な ります,,

 ソ フ トウ ェ ア の現 地 化 で は 、同 一一分 野 の 文書 を…

度 に大 量 に翻 訳 す る必 要が 出 て き ます,、この よ う な

状 況 で は 、過 去 の例 文 を蓄 積 ・利 用 す る こ と に よ っ
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て 翻 訳 効 率 を上 げ る こ とが で き ます。 これ を支援 す

るの が 、 トラ ンス レー シ ョ ン ・メモ リ(TM)と 呼

ば れ る シ ス テム で あ り、 会議 で は 商用 シス テ ム の展

示 や 説 明 が 行 わ れ て い ま した 。

2.1.国 連 大 学 の プ ロ ジ ェ ク ト

 ア ス キー 社 元 社 長 の 西 和彦 氏 が キ ー ノー トス ピー

チ を行 い ま した。 西 氏 の 話 は 全般 的 に イ ンパ ク トが

あ りま した が 、 氏 は この 中 で 機 械 翻訳 に つ い て ふ れ

ま した 。 西 氏 に よ る と、 「現 状 の 機械 翻訳 は性 能 的

に 問 題 が 多 い が 、 国 連 大 学 の 提 唱 す るUNL

(Universa且Networking Language)を 使 え ば早 期 に

問 題 は 解 決 す る だ ろ う。」との こ とで した。 た だ し、

西 氏 の 説 明 に はUNLを 用 い る となぜ これ まで の 問

題 が 解 決 で き るか につ い て の 説 明 が ほ とん どな く、

説 得 力 に欠 け る印 象 を受 け ま した 。

2.2.ト ランスレーション ・メモ リ(TM)シ ステム

 TRADOS社 、 STAR社 、 IBM社 な ど が 商 用 シ ス

テ ム を展 示 し、TMの セ ッシ ョン で説 明 を 行 っ て い

ま した 。 各 社 と も、 翻訳 者 の 立場 に立 っ て 、翻 訳 効

率 向 上 の た め の 工 夫 をい ろい ろ行 っ て い る様 子 で し

た。 展 示 の 前 に は常 に見 学 者 が お り、 関心 の高 さを

表 して い ま した。 機 械 翻 訳(MT)が 翻 訳 者 に とっ

て は未 来 の 技 術 で あ る の に対 して、TMは 実 用 化 さ

れ た技 術 で あ り、 作 業 に よ って は必 要不 可 欠 とな っ

て い る よ うで す 。

 シ ステ ム 構 築 も、 ソ フ トウ ェア ・ベ ンダ が トップ

ダ ウ ン的 に作 成 して 翻訳 者 に使 っ て も ら う とい うよ

りは 、 実 際 の 翻 訳作 業 者 と一緒 に な っ て 開発 を行 っ

て い る とい う印 象 が 強 い もの で した。

 過 去 の 対 訳例 文 の検 索 は 、 高速 かつ 自動 的 に行 わ

れ る よ うに な っ て い ます 。 つ ま り、検 索 ボ タン な ど

を押 す まで もな く、 翻訳 対 象 に な って い る文 を 入力

して 自動 的 に 類 似例 文 の検 索 を行 い 、 自動 的 に表 示

します 。 さ らに 、 一致 度 の高 い例 文 が あ っ た場 合 に

は 自動 的 に 置 き換 え を行 うよ うな オ プ シ ョン を持 つ

よ うな もの もあ り ま した。

 これ らの ソ フ トウ ェ ア の 中 で 、 日英 間 の 機 械 翻 訳

シス テ ム と連携 して い る もの は見 受 け られ ませ ん で

し た。 しか し、STAR杜 のTRANSITで は 、 ヨ ー ロ

ッパ語 間 の翻 訳 に お い て機 械 翻 訳 と連 携 す る こ とが

できるとのことです。 ヨーロッパ語間の機械翻訳は、

その言語の類似性から翻訳精度が比較的高 く、翻訳

作業の効率化に貢献する場合があるようです。ちな

みに、このTMソ フ トでは原文 と過去例文の 「一致

度」 を計算 して、その値順に候補を表示するように

なっていますが、 ヨーロッパ語間の機械翻訳結果は

「一致度が80%の 過去例文」と同様の扱いで表示を

行 うとのことで した。一致度の定義が公開されてい

ないためよくわからない部分 もありますが、ヨーロ

ッパ語では機械翻訳がかなり実用に近づいていると

の印象を受けました。

2.3.講 演 一 覧

・Keynote:"The Japanese software market"
, Kazuhiko

Nishi

・The Multiple Language Vendor(MLV):"How is the

industry changing?"

・"Training the localization workforce in Japan"
,

moderator:Carl Kay

・"Japanese culture and multimedia localization issues"
,

Steven Forth

・"Localizing websites for the Japanese market"
, Carl

Hoffman

・Company introductions

・"The Five Billion Yen panel discussion":What are

buyers looking for?, moderator. Y. Meersseman

・Day 2 Session Introduction二"Back to the future":

David MacDonald

・"Japanese users'reaction to translated manuals"

Naoomi Kuratani

・"Japanese localization:Just the FAQ's"
, Hideyuki

Namiki

・Case Study:"Japanese Products Coing Global"

・"Quality Assurance Me[hods and Criteria"

moderators:Xueni Ye, Michael Anobile

・"Translation Memory Tools and Applications"

・"Japanese Localization for Westerners:What is so

special about Japanese localization"

・"Compatibility testing for lBM localization products"

Kunio Okuda

・"Managing Japanese Localization Projects: Line

Management'sPriorities":moderator:Bill Maruchi
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・"Discussion on using the Internet for recruitment"

Michael Nishi

・Keynote: Where is the Japanese IT business

heading?", Terry Lloyd

3.お わりに

 目下のところ、日英間の翻訳作業者にとって機械

翻訳は作業効率向上において直接的な役割を果たす

段階には来ていないようです。 しか し、翻訳者の機

械翻訳に対する関心は高 く、将来のためにも翻訳産

業に関する動向を しっか りと把握 してい くことが重

要であると感 じました。

事務漏港灘 誕

協 会 活 動 報 告
   (1998年4月 ～6月)

第8回 通常総会

成果報告会

会

会

会

査

会

演

談

事

監

類

 

 

 

計

営

講

懇

理

会

運

市場動向調査委員会

技術動向調査委員会

編集委員会

ネ ッ トワー ク翻 訳 研 究 会

イ ン ター ネ ッ トWG

シ ン ガポ ー ル サ ミッ トPC

6月17日

6月17日

6月17日

6月17日

5月26日

4月23日

4月21日

5月18日

4月17日

6月26日

4月3日

6月5日

5月25日

4月17日

5月22日

6月5日

4月3日

5月14日

6月23日

5月8日

①'97年 度事業報告 ②'97年 度決算報告 ③'98年 度事業計画

④'98年 度予算 ⑤役員改選

①技術動向調査委員会 ②市場動向調査委員会

③ ネットワーク翻訳研究会

④MT Summit Wフ ァース トアナウンスメン ト

「大翻訳時代を迎えて」 東京大学教授 西垣通氏

立食パーティー形式の法人 ・個人会員 ・講師参加による懇親会

①'97年 度事業報告案 ②'97年 度決算報告案 ③役員改選案

1997年度の会計監査

①'97年 度事業 ・決算報告案 ②第8回 通常総会 ・成果報告会の企画

③シンガポールサ ミッ トの企画

①'97年 度事業報告案 ②第8回 総会関連行事の企画

③シンガポールサ ミッ トの企画 ③委員会等の活動状況

①坂本義行委員長就任の挨拶 ②'98年 度の活動計画

①MT市 場調査の方法 ②年間ヒアリング講師の予定

③委員会メンバーの増員対策

①'98年 度の活動計画 ②UPF活 動報告

①UPF説 明 ・活用についてネットワーク翻訳研究会と合同会議

②次世代機械翻訳技術の調査の進め方

①AAMT Journal No.22の 反省 ②AAMT J・urnal No.23の 企画

③ホームページの現状 と方向

① ヒアリング(東 芝熊野明氏) ②'98年 度活動計画

① ヒアリング(富 士通小玉修司氏) ②成果報告会準備

UPF説 明 ・活用について技術動向調査委員会と合同会議

①機械翻訳関連ソフ トウェアー覧表の改定

②ホームページの充実策

①'98年 度の情報発信の進め方 ②機械翻訳関連ソフ トウェアー覧表

 の活用

①ホームページのメンテナンス ②委員会 ・WG活 動の進め方

① メインテーマの検討 ②Call for Paper(論 文募集)の 進め方

③プログラムの検討
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留学生雑感

            スペ イ ン語 と日本語の違い につい て

    アルゼンチンのスペイン語にはない 日本語 の音素

東京外国語大学大学院地域文化研究科博士前期課程 小川バ トリシア

1.初 め に

 こ こで は 、 ア ルゼ ンチ ンの ス ペ イ ン語(首 都 ブ エ

ノ ス ・ア イ レスの ス ペ イ ン語 を中心 に)話 者 が 日本

語 を習 う際 、 特 に注 意 すべ き 日本 語 の音 に つ い て 考

察 して み る。 ス ペ イ ン語 に は な い 日本語 の 音 素 や ス

ペ イ ン語 と は似 て い る が 、 や や 異 な る 日本 語 の音 素

な どを取 り上 げ 、 そ れ らの 音 韻 的特 徴 を分析 す る 。

 ア ルゼ ンチ ンの ス ペ イ ン語 は 、 ス ペ イ ン(国)の

スペ イ ン語 とは 音 韻 的 に 異 な る 部 分 もあ り、 中南 米

の 中で も地 方 差 が あ る た め 、 こ こ で は筆 者 が 学 ん だ

「ア ルゼ ンチ ンの ス ペ イ ン語」 とい う限定 を す る こ

と に きめ た 。 だ が 、 ア ル ゼ ンチ ンの スペ イ ン語 に も

地 方 差 が 激 し く、 国 の 政 治 ・経 済 の 中心 で あ る 首 都

ブエ ノ ス ・ア イ レス の スペ イ ン語 を分 析 す る とい う

こ とで 、 範 囲 を更 に 限定 した、、

 従 来 の ア ル ゼ ンチ ンの 日本語 教 育 は 、 主 に ア ル ゼ

ンチ ン に住 む 日系 人 を対 象 と して行 な わ れ て い た。

つ ま り、 日本 人 の 両親 ・祖 父母 な どを持 つ子 弟 た ち

の た め の 教 育 で あ る。 日系 人で あ る生 徒 に とっ て 、

日本 語 は 「身 近 な 言語 」 ・ 「よ く耳 にす る こ とが で

き る言 語」 で あ る と思 わ れ 、彼 らの ため の 日本 語 教

育 は 「国 語 教 育 的」で あ っ た,,だ が 、今 で は1世(日

本 人 移民)も 少 な くな り、 ア ルゼ ン チ ン社 会 で の 日

系 人 の 活躍 も増 え た ため 、 日本 語 へ の 関 心 を示 さな

い 日系 人 も多 く、 日系 社 会 の 日本 語 教 育 は 「外 国 語

教 育」 へ と変 化 してい る。 更 に 、距 離 的 に も っ と も

日本 か らは な れ た ア ルゼ ンチ ン だが 、 第 二 次 世 界 対

戦後 、急 激 な経 済 成 長 を成 し遂 げ た 日本 ・技 術 の 先

端 を誇 る 日本 へ の関 心 が 高 ま りつ つ あ る た め 、 日本

語 を学 習 す る ア ルゼ ンチ ン人 も増 え て い る。 この よ

うな こ とか ら こ こで は 、 ア ルゼ ンチ ンの スペ イ ン語

母語 話 者 が 日本 語 を学 習 す る場 合 に 、 注 意 す るべ き

日本語 の 音 につ い て 考 え た い と思 う,、

 日本 語 と同 じ音 素 に 関 して は特 に取 り上 げ る必 要

は な い。 日本 語 に似 て い る 音 素 に つ い て は そ の違 い

を指摘 し、スペイン語にはない音素に関しては特別

な注意をはらう必要がある。アルゼンチンで日本語

を教える立場に置かれた時、このような日本語 とス

ペイン語の音韻的特徴の分析は非常に役立つはずで

ある。

2.本 論

 こ こ で は 、 五 十音 図 の 順 番 に 日本 語 の音 素 を取 り

上 げ 、 そ れ ら をス ペ イ ン語 の 音 素 と比 較 しなが ら進

め て い く。 共通 す る 音 素 は特 に扱 わ な いが 、 スペ イ

ン語 に は な い 日本 語 の 音 素 や 、 スペ イ ン語 と は や や

異 な る もの に焦 点 を あ て なが らそ の 音 韻 的 特 徴 につ

い て述 べ る 。

1)ア ・イ ・ウ ・エ ・オ

 こ の 中 で特 に取 り上 げ る必 要 の あ る母 音 は、「ウ」

で あ る。 そ の他 の母 音 に 関 して は 、 ス ペ イ ン語 の 母

音 と同 じ要領 で 発 音 す れ ば 良 い 。

 スペ イ ン語 の"u"は 唇 を 丸 く し、 前 に突 き出 す よ

う に して発 音 され る。 一 方 、 日本 語 の 「ウ」 は 、 非

円 唇(唇 を丸 め ない)な の で あ る 。 唇 を丸 め る こ と

に よ って 、唇 が や や 前 に突 き出 る の で 、舌 の位 置 が

後 退 して し まう。 日本 語 の非 円唇 な 「ウ」 は 、 ス ペ

イ ン語 の 円 唇 な..U よ り も舌 の 位 置 が や や 前 に 移 動

して い る とい う こ と に な る。 ス ペ イ ン語 の"u"は 、

日本 語 の 「ウ」 よ り強 く発 音 され る こ と も多 い と言

わ れ て い る。

 微 妙 な違 い で は あ るが 、 ど の言 語 で も母 音 は重 要

な 役割 をは た して い るの で 、 違 い を学 習 者 に指 摘 し

て 置 く必 要 が あ る と思 わ れ る。 スペ イ ン語 話 者 へ の

日本語 の 発 音指 導 の 際 、 日本 語 の 五 十 音 図 の ウ段 に

あ た る 全 て の音 素 が 、 ス ペ イ ン語 とは 少 し異 な る と

い うこ とに な る の で 、教 師 は 常 に注 意 をは ら う必 要

が あ る。
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2)カ ・キ ・ク ・ケ ・コ

 ウ段 で あ る 「ク」 以 外 の 音 素 は 、 ス ペ イ ン語 に も

存 在 して い るの で 、 特 に取 り上 げ る 必 要 は ない 。

3)サ ・シ ・ス ・セ ・ソ

 五 十音 図 の サ 行 の 内 、 「シ」 の音 素 が 特 殊 だ と さ

れ て い る 。 そ の 他 の音 素 は 、 「無 声 歯 茎 破 擦 音+母

音 」 と して発 音 され る が 、 「シ」 だ け は 「無 声 歯 茎

歯 擦 音+母 音 」 とい う組 み 合 わせ に な る 。 (ウ段 に

関 して は 今 まで述 べ た通 りで あ る)

 だが 、無 声 後 部 歯茎 歯 擦 音 で あ る 「シ」 の音 は 、

スペ イ ンの スペ イ ン語 に は ない が 、 ア ルゼ ンチ ンの

スペ イ ン語 で は存 在 す る音 で あ る。 特 に首 都 ブエ ノ

ス ・ア イ レス で は 、"11"や"y"の 文 字 の 後 に 母 音 が 付

くと 、無 声 後 部 歯 茎 歯 擦 音+母 音 とい う音 に な る。

(スペ イ ンで は 、..i且"を無 擦 硬 口 蓋 側 面 音 、"y"は 有

声 硬 口蓋 摩 擦 音 の よ う に発 音 され る。 他 の スペ イ ン

語 圏 で は 、両 方 の文 字 を有 声 歯 茎 破擦 音 と して読 む

地 域 もあ る)

 「シ」 は 、 ア ルゼ ンチ ンの スペ イ ン語 に存 在 す る

音 なの で 、特 に指 導 す る必 要 は ない が 、 サ 行 音 の1

音 だ か ら とい っ て 、 「シ」 を英 語 の"S1"の 綴 りの

よ う に発 音 しない よ う 、指 導 しなけ れ ば な ら ない 。

4)タ ・チ ・ツ ・テ ・ト

 タ行 の 音 素/t/に は 、三 つ の 異 音 か ら成 り立 っ

て い る:(1)「 タ ・テ ・ト」(2)「 チ」(3)「 ツ」。(1)

番 の 「タ ・テ ・ ト」 は 、 ス ペ イ ン 語 の..t"+"a・e・o"

で綴 られ る もの で 、 スペ イ ン語 話 者 に と って も馴 染

み の あ る音 素 で あ る。 (2)番 の 「チ」 に関 して は、

"chi"の 綴 り と して ス ペ イ ン語 で も発 音 さ れ る音 で

あ る。 問 題 に な るの が 、(3)番 の 「ツ」 の 発 音 で

あ る 。 スペ イ ン語 話 者 に と って は 、 難 しい 音 素 だ と

言 わ れ て い る。 スペ イ ン語 の"tu"と は 、 か な り響 き

が 違 うの で 、 「ッ」 に関 して は 、 発 音練 習 を多 め に

必 要 と され る と思 われ る。

5)ナ ・二 ・ヌ ・ネ ・ノ

 日本 語 の ナ 行 に関 して は 、 スペ イ ン語 に も存 在 す

る 音 なの で 、 細 か な指摘 は 必 要 で は な い と思 わ れ る。

異 な る 部 分 を指 摘 す る 。

 ハ行 音 の 内 、 「ヒ」 の 子 音 部 分 に 比 較 的 似 てい る

音 素 が ス ペ イ ン語 に あ る。 ス ペ イ ン語 で しji"や"gi"

とい う綴 られ る単 語 が 、 日本 語 の 「ヒ」 に近 い 音 と

して発 音 され る。 口蓋 摩 擦 音 「ヒ」 に 対 して 、 ス ペ

イ ン語 の場 合 は軟 口蓋 摩 擦 音 で あ る の で 、 ス ペ イ ン

語 の 音 の 方 が 、 や や 後 ろ寄 りの位 置 で 狭 め が作 られ

て い る とい う こ とが 言 え る。 だが 、細 か な 部 分 まで

学 習 者 に指 摘 す る と、 混 乱 させ る こ とに な る の で 、

「ヒ」 に 関 して は 、 特 に注 意 す る必 要が な い と思 わ

れ る。

 日本 語 の 「ハ ・へ ・ホ」 は 、声 門 摩 擦 音[h]で

発 音 され る が 、 ス ペ イ ン語 の 「ハ ・へ ・ホ 」 にあ た

る音 は 、 日本 語 よ り後 ろ の位 置 で 調音 して い る こ と

が わ か る。 残 され た 「フ」 に 関 して 言 え ば 、 最 も近

い スペ イ ン語 の音 素 と して は 、無 声唇 歯 摩擦 音[f]

が あ る。 日本 語 の 「フ」 の場 合 、 上 下 の 唇 を極 端 に

近 付 か せ 、 そ の狭 い両 唇 の隙 間 か ら息 が もれ る よ う

に して調 音 され るが 、 一 方 スペ イ ン語 の無 声 唇 歯摩

擦 音[f]は 、 上 の 前 歯 を 下 唇 に軽 くあ て 、隙 間 か

ら摩 擦 を伴 っ た息 を 出す 形 で 発 音 され る、、 ウ段 で あ

る 「フ」 は 、非 円唇 で あ る の で 、 そ の こ とに も注意

しなが ら、 歯 で は な く両 唇 だ けで 発 音す る 日本 語 の

「フ」 と 、 スペ イ ン語 の[fu]の 違 い を学 習 者 に説

明 が 必 要 で あ る。

7)マ ・ミ ・ム ・メ ・モ

 ウ段 で あ る 「ム」 の 母音 の 部 分 以 外 は、 スペ イ ン

語 にあ る音 素 ばか りなの で 、指 導 の 際 に特 別 な指 摘

は不 要 で あ る。

8)ヤ ・ユ ・ヨ

 「ヤ ・ユ ・ヨ」に 関 して言 え ば 、硬 口蓋 半 母音(あ

る い は 半 子 音 〉[j]は 、 ス ペ イ ン語 に も存 在 す る 音

で あ る 。"i"の 後 に他 の 母 音 が 付 く と、 スペ イ ン語

で は 二 重 母 音 と して扱 わ れ る が 、 こ の 時 の ししi"は普

通 の 母 音 田 よ り も継 続 時 間 が 短 く、 日本 語 の[j]

と同 じよ う に発 音 され るの で あ る、,「ユ 」 の 場 合の

み 、 ウ段 に関 す る説 明 を思 い 出 して も ら う必 要 が あ

る。

6)ハ ・ヒ ・フ ・へ ・ホ          9)ラ ・リ ・ル ・レ ・口

 日本 語 の ハ 行 に近 い 音 素 が ス ペ イ ン語 に もあ る が 、  日本 語 の ラ行 音 は 、そ り舌は じき音 で あ り、 舌 先
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を そ り上 げて 歯 茎 を こす りなが ら前 へ倒 して い る時

に音 を出 して い る ので あ る。スペ イ ン語 の 場 合 、[1]

と[r]の 区 別 が され る が 、 そ の 他 に 振 動 音(震 え

音 ・ま き舌 音)が 存 在 す る。 この3種 類 の音 素 の 中

で 、 日本 語 の そ り舌 は じき音 に 最 も似 て い る のが 、

歯 茎 は じ き音[r]で あ る。 単 独 で は 日本 語 の ラ行

音 よ りや や 強 い が 、 自然 な会 話 文 の 中 に 出 て くる場

合、 日本 語 の ラ行 音 の よ う に発 音 され る こ とが あ る。

それ ほ ど厳 密 な指 導 は 必 要 で は な い 。

10)ワ ・ン

 「ワ」 は、 両 唇 軟 口 蓋 半 母音(あ る い は半 子 音)

で あ るが 、スペ イ ン語 に も存在 す る音 で あ る。「ン」

は 日本 語 の 特 殊 拍 の ひ とつ で あ り、 「は ね る音 」 と

も呼 ばれ るが 、 か な り複 雑 な相 補 的 分布 を成 して い

る。 しか し、 い ず れ も後 に 来 る 子音 と調 音 点 の 影 響

に よ る変 化 なの で あ る 。 ス ペ イ ン語 に な い音 が 含 ま

れ る場 合 もあ るが 、 発 音 に よる 問題 は な い と思 わ れ

る。 だが 、 ス ペ イ ン語 の"n"と は 違 っ て 、 日本 語 の

「ン」 に は1拍 分 の 価 値 が あ る とい うこ とを学 習 者

に理 解 して も ら う こ との 方 が大 切 で あ る。

11)ッ

 「促音」とも呼ばれる日本語の小 さな 「つ」も、

「ン」と同様 に日本語の特殊拍であり、後に来る子

音(無 声閉鎖音あるいは歯擦音_外 来語を除 く)の

影響を受けて複雑な変化をみせる音である。促音の

異音は独立 したものではないので、後続の子音と同

じ調音点と調音方法をもつ異音 として用いられる。

このような音素はスペイン語にはないので、小さな

「つ」があらわれる場合、休止を置いて、初期段階

では極端に促音の存在 を学習者に理解させる必要が

ある。学習者の言語にはない音素は、他の音によっ

て置き換えられた り、無視 されたりする傾向がある

ので、初めの内は教師の細かな指導が大切である。

12)濁 音

ガ ・ギ ・グ ・ゲ ・ゴ:日 本 語 で は 、 語 頭 の ガ行 音 は

有声 軟 口 蓋 閉 鎖音 で あ り、語 中 で は 軟 口 蓋 鼻音 と し

て 発 音 され る こ とが あ る。 [g]と い う音 素 は スペ

イ ン語 に も存 在 す るが 、 日本 語 で の 「鼻 濁 音」 と呼

ば れ る音 は存 在 しな い 。軟 口 蓋 鼻 音 は 、 [g]と い

う音 声 の 交 替 で あ り、 有 声 軟 口 蓋 閉鎖 音[g]を 語

中 に 用 い て も、 そ の 違 い は微 妙 で あ る。 日本 語 の ガ

行 を 弱 く発 音 した 時 の 音 に近 い 有 声 軟 口 蓋 摩 擦 音 が 、

[g]の 異 音 と して 語 中 で 用 い られ る こ と か ら 、 ス

ペ イ ン語 話 者 で あ る学 習 者 も直 観 的 に 区 別 す る必 要

が あ る か も しれ な い 。 日本 国 内 で も 「ガ行 鼻 濁 音 」

を 区 別 しな い 地域 も存 在 す る の で 、 細 か な 指 導 は必

要 で は な い と思 わ れ る 。

ザ ・ジ ・ズ ・ゼ ・ゾ:全 て の ザ 行 音 は ス ペ イ ン語 に

は な く、指 導 の 際 に は 十 分 に 注 意 をは らわ なけ れ ば

い け な い 。 有 声歯 茎破 擦 音[dz]で あ る ザ 行 音(「ジ」

だ け が有 声 後 部歯 茎破 擦 音)は 、 ス ペ イ ン語 話 者 に

とっ て は 難 しい音 で あ る 。 だ が 、蜂 や は え の よ う な

虫 が 飛 ん で い る 時 の音 を表 現 す る場 合 、 母 音 を含 ま

な い[dz]が 使 用 され るの で 、 この 例 を用 い て 説 明

す れ ば馴 染 み の な い音 と して の 違和 感 が な くな る と

言zる 。

ダ ・デ ・ド:ス ペ イ ン語 に も存 在 す る音 ば か りなの

で 、特 に 問題 は な い。(「ヂ」 は 「ジ」 と同 じ音 と し

て 、 「ヅ」 は 「ズ」 と同 じ音 と して扱 う)

バ ・ビ ・ブ ・べ ・ボ:英 語 とは違 っ て 、 ス ペ イ ン語

の場 合"b"と"v"の 区 別 が な く、 両 方 と も 日本 語 と同

じよ う に有 声 両 唇 閉鎖 音[b]と して 発 音 され る。

13)半 濁 音

バ ・ピ ・プ ・ぺ ・ポ:こ の よ うな音 素 が スペ イ ン語

に も存 在 す る ので 、 こ こで は取 り上 げ な い。

14)拗 音

キ ャ ・キ ュ ・キ ョ:小 さ な 「ヤ ・ユ ・ヨ」 で あ らわ

され る 「拗 音 」 は 、 「キ ャ ・キ ュ ・キ ョ」 の場 合 、

無 声 軟 口蓋 閉 鎖 音[k]+ヤ 行 音 の 「ヤ ・ユ ・ヨ」

の 音 の 前 に付 くの だが 、両 方 と も スペ イ ン語 にあ る

音 なの で 、学 習 者 に と って は学 びや す い もの で あ る。

(子 音 部 分 が 次 に来 る拗 音 の 影 響 を受 け る こ と もあ

る)

シ ャ ・シ ュ ・シ ョ:「 シ ャ ・シ ュ ・シ ョ」は 、 「シ」

の 要 領 で 発 音 した 後 、軟 口蓋 半 母 音[j]プ ラス[a

_叱o]の 組 み 合 わ せ(つ ま り 「ヤ ・ユ ・ヨ」)と して

発 音 され れ ば 良 い 。 ウ段 で あ る 「シ ュ」 は 、 や や 前

進 よ りに 発 音 され る 。特 に アル ゼ ンチ ンの スペ イ ン

語 話 者 に とっ て は 問 題 の な い 音 だ と言 え る 。

チ ャ ・チ ュ ・チ ョ:「 チ ャ ・チ ュ ・チ ョ」 の場 合 、

「チ」 と同 じ音 と硬 口 蓋 半 母音(ヤ ・ユ ・ヨ)の 組
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み 合 わ せ に よ って で き る音 なの で 、 スペ イ ン語 話 者

に と って は 習 得 しや す い 音 で あ る。 (スペ イ ン語 で 、

"cha"・"chu"・"cho"と 綴 ら れ る時 の音 と同 じで あ る)

ニ ャ ・ニ ュ ・ニ ョ:「 ニ ャ ・ニ ュ ・ニ ョ」は 、 「二 」

の 硬 口 蓋 鼻音 の 要 領 で 硬 口 蓋 半 母 音(ヤ ・ユ ・ヨ)

を発 す れ ば 良 い の で あ る。 学 習 者 に と って 難 しい 音

で は な い 。

ヒャ ・ヒュ ・ヒ ョ:「 ヒ ャ ・ヒ ュ ・ヒ ョ」 に関 して

は 、 「ヒ」 で 注 意 され た 点 を考 慮 に入 れ なが ら、拗

音 「ヤ ・ユ ・ヨ」 を発 音 して も ら う必 要 が あ る。

ミャ ・ミュ ・ミ ョ:[m]音 と拗 音 の組 合 せ で発 音

す れ ば 良 い の で 、拗 音 に 関 す る 注 意 だ け で 十 分 で あ

る。

リャ ・リュ ・リ ョ:一 方 、 「リ ャ ・リュ ・リ ョ」 は 、

そ り舌 は じ き音 で あ る 「リ」 に 注 意 し、 硬 口 蓋半 母

音(ヤ ・ユ ・ヨ)と の組 み 合 わ せ で 発音 す れ ば 良 い。

15)拗 音 十 濁 音

ギ ャ ・ギ ュ ・ギ ョ:「 ギ」 と拗 音 が 組 み 合 わ さっ て

で きた音 な の で 、 今 まで と同 じ要 領 で指 導 す れ ば 良

い 。

ジ ャ ・ジ ュ ・ジ ョ:唯 一 、 有声 後 部 歯 茎 破擦 音 で あ

る 「ジ」 は 、無 声 後部 歯 茎歯 擦 音 と して 発音 され る

傾 向 が あ り、 有 声 歯茎 破 擦 音[dz]と して発 音 しな

い よ う注 意 しな け れ ば い け な い 。 (ス ペ イ ン語話 者

で も地域 に よっ て は..0"や 母 音 の 前 の..Y"と 綴 られ る

単 語 が 、 「ジ ャ ・ジ ・ジュ ・ジ ェ ・ジ ョ」 と して発

音 さ れ る 場 合 も あ る が 、 ア ル ゼ ンチ ン の 場 合 は 違

う)「ジ ャ ・ジュ ・ジ ョ」 は 、 「ジ」 と同 じ よ うな 口

の構 え で 、拗 音(硬 口 蓋 半 母 音)を 発 音 す れ ば 良 い

の だ が 、 ス ペ イ ン語話 者 の 中 で もア ルゼ ンチ ンの ス

ペ イ ン語 を使 う人 に とっ て は 難 しい 音 で あ る。

ビ ャ ・ビ ュ ・ビ ョ:「 ビ ャ ・ビュ ・ビ ョ」 は 、 有声

両 唇 閉 鎖 音[b]に 硬 口蓋 半 母 音 と の 組 合 せ で で き

て い る ので 、特 に難 しい 音 で は な い 。

16)拗 音 十 半 濁 音

ピ ャ ・ピ ュ ・ピ ョ:ス ペ イ ン語 母語 話 者 に とっ て 、

特 に問 題 ない 学 習 しやす い音 だ と思 わ れ る(J

3.結 論

 以 上 ここ で は 、 ス ペ イ ン語 には ない 音 素 や スペ イ

ン語 とは や や異 な る 日本 語 の 音 素 を取 り上 げ た 。 そ

の 中 で も、次 に あ げ る音 素 に関 して 、 教 師 は 十 分 注

意 した指 導 を行 なわ な けれ ば い け ない と思 わ れ る。

「ウ」 と ウ段 に 含 まれ る音 、 「ツ」、 「フ」、ザ 行 、 は

ね る音 「ン」、促 音 「ッ」 な どで あ る。

 外 国語 を教 え る際 に 「ど こ まで徹 底 した 発 音指 導

を行 な うべ きか 」 とい う問 題 が よ く取 り上 げ られ る

が 、 そ の判 断 は 難 しい 。 細 か 過 ぎ る発 音 指 導 で は生

徒 もあ きて しま う し、や る気 を失 って しま う恐 れ が

あ る。

 他 の外 国語 学 習 者 と しての 個 人的 な経験 で は 、 そ

の 言語 の 全 て の 音 素 を1度 で 説 明 され る よ りは 、2

・3回 に わ け て 説 明 して もら った 方 が 学 習 しや す く、

そ の 後 間違 えて 発 音 を してい る時 には 必 ず 指摘 して

も らい た い 。 教 師 の 十 分 な注 意 力 が必 要 と され る 。

 ここ で は 、 ス ペ イ ン語 とは異 な る 日本 語 の 音 素 に

つ い て 取 り上 げ た が 、指 導 方 法 に 関 して は 多 くの課

題 が残 され て い る と思 われ る。

y
.l

'
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新製品紹介

    新翻訳エ ンジン採用で更に翻訳精度 を向上

英 日 翻 訳 支 援 ソ フ ト 「PowerEIJ Ver.3.0」

シャープ株式会社

 シ ャ ー プで は、 長 年 にわ た る 機 械 翻 訳 の研 究 開発

の ノ ウ ハ ウ を パ ソ コ ン 用 ソ フ ト と し て 実 現 し た

「PowerB!J」 シ リー ズ を一 昨 年 よ り商 品化 、 イ ン タ

ー ネ ッ ト英 文 情 報 を レ イア ウ トそ の ま まに 翻訳 す る

「EIJ for WWW」 や 、 入 力 した英 文 テ キ ス トを翻 訳

す る 「E!Jfor Text」、日本 語 の 質 問形 式 で手 軽 に 英文

メ ー ルが 作 成 で き る 「英 文 メー ル作 成 支援 」、受 信 英

文 メ ー ル を 自動 的 に翻訳 す る 「E/Jfor Mailな ど多

彩 な 機 能 を搭 載 して お り ます が 、 こ の 度 、Ver.3.0

で新 た な翻 訳 エ ン ジ ンを採 用 、更 に翻 訳 精度 を 向上

し、実 用 的 な新 機 能 も加 え ま した 。

《 新 翻 訳 エ ンジ ン を支 え る優 れ た技 術 》

「PowerE!J Ver.3.0」 で は 、 下記 の よ うな 新翻 訳 法

に よ り、更 に読 み や す い訳 語 表現 を実 現 し ま した。

1)英 英 変 換(原 文 自動 前 編 集)方 式 を採 用

 省 略 ・挿 入 句 を含 む文 や長 文 な ど翻 訳 が 困難 な原

文 を訳 しや す い 英 文 に 変換 してか ら 日本語 に翻 訳 し

ます 。

[翻 訳 例]He doesn't want to speak English, but she is

happy to.

<Ver.2.1>彼 は 、英 語(彼 女 が 幸 福 で あ る)を 話

   す こ と を望 まな い。

<Ver.3.0>彼 は 、英 語 を話 す こ と を 望 ま な い 、 し

   か し、彼 女 は 、 そ うす る こ と を嬉 し く思 う。

2)英 日基 本 辞 書 の連 語 情 報 、重 要 動 詞 情 報 を拡 充

 基 本 辞 書 の 連語 情 報 を約1000フ レー ズ追 加 収 録 、

重 要 な 動 詞 の使 用 方 法 な どの 情 報 も拡 充 し、 原 文 の

ニ ュ ア ンス が よ り正 確 に反 映 され る よ うに な りま し

た 。

[翻訳 例]Foreign diplomats have immunity from

taxation.

<Ver.2.1>外 国 の 外 交 官 は 、 課 税 に 対 す る 免 疫 が

   あ る。

<Ver.3.0>外 国 の 外 交 官 は 、 課 税 の 免 除 を受 け る,,

3)原 文 の語 順 に 沿 った 読 み や す い 訳 文 表 現

 報 道 文 な どに よ く見 られ る読 み 下 し的 な翻 訳 手 法

を採 用 、原 文 の語 順 に 沿 って 後 戻 りせ ず に翻 訳 す る

こ と に よ り、 更 に読 み や す くな りま した 。

[翻訳 例]ABC Co. said its car sa且es rose 27%from"

rock bottom"year‐ago level.

<Ver.2.1>ABC社 は 、そ の 自動 車 売 上 げ が 「最 低 」

   の 前 年 の レベ ル か ら27%増 加 す る 、 と言 っ た。

<Ver.3.0>ABC社 に よれ ば 、 そ の 自動 車 売 上 げ は 、

   「最 低 」 の前 年 の レベ ル か ら27%増 加 した 。

《新機能》

★ 「ななめ読み翻訳」

 インターネット英文情報の重要文のみを抽出 し翻

訳、情報のポイントのみ素早 く把握できます。また、

原文の段落ごとに見出しが自動的に作成され、任意

の見出 しや段落だけを翻訳することもでき、固有名

詞や日付、頻繁に出てくる単語 を含む文を検索 し翻

訳も可能。
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★ 「お まか せ 訳 振 り」

 英 文 の 単 語 や 連 語 の 下 に 自動 的 に訳 振 り表 示 し ま

す 。訳 振 りす る単 語 の レベ ル は 初 級 ・上 級 の選 択 が

可 能 。 離 れ た 連 語 まで訳 振 りされ 、 辞 書 を引 くまで

も な く、 英 文 が 読 め ます 。 また 、 よ く利 用 す る英 文

の ジ ャ ンル を設 定 して お け ば 、5つ の 専 門 用 語 辞 書

(経 済 、 イ ン ター ネ ッ ト用 語 、医 学 、 機械 工 学 、 バ

イオ)の 中 か ら最 適 な訳 を選 ん で 表 示 。単 語 を右 ク

リ ッ クす れ ば別 の訳 語 も確 認 で き、 ジー ニ ア ス 英 和

辞 典 の訳 語 も素 早 く確 認 で き ます 。 (本機 能 は 、 英

国 オ ッ クス フ ォー ドに構 え る シ ャ ー プ ヨー ロ ッパ研

究 所(Sharp Laboratories of Europe, Ltd)と シ ャー プ

株 式 会 社 の 共 同 開発 に よ る もので す)

《その他の特長》

・豊富な辞書語数(計 約47万 語〉

 人気辞書の 「ジーニアス英和辞典」(大修館書店)、

「プログレッシブ和英中辞典」(小学館)を はじめ、

学習研究社の 「英和 ・和英 ・国語 ・漢和辞典」 も搭

載。翻訳基本辞書、専門辞書 と合わせ翻訳を強力に

サポー トします。

・英 文 作 成 に役 立 つ 「用 例 検 索 」

 英 訳 した い 日本 文 を入 力 す れ ば、 文 章 の 中 か ら キ

ー ワー ドを抽 出 し、 そ の キ ー ワー ドを含 む用 例 や キ

ー ワー ドに 関 連 す る用 例 を ジー ニ ア ス 英 和 辞 典 ・プ

ロ グ レ ッ シブ和 英 中 辞 典 な どの 搭載 辞 典 か ら検索 し

て表 示。 豊 富 な用 例 を参 考 に 英 文作 成 が で き ます 。

(日 本経 済 新 聞 社CD-ROM版 「英 文 ビ ジ ネ ス レ タ

ー 文 例 大 辞 典Ver .1/Ver.2」(別 売)を 検 索 対 象 に加

え る こ と も可 能)

 そ の他 、従 来 機 能 と して 、 イ ン ター ネ ッ ト英 文 情

報 を レ イ ア ウ トそ の ま ま に 翻 訳 す る 「E!Jfor

WWW」 や 、 入 力 した 英 文 テキ ス トを翻 訳 す る 「E!

Jfor Text」、日本 語 の 質 問形 式 で 手 軽 に英 文 メ ー ルが

作 成 で き る 「英 文 メ ー ル作 成 支 援 」、受 信 英文 メ ー ル

を 自動 的 に翻 訳 す る 「E/Jfor Mail」 な ど多彩 な機 能

を搭 載 。

★ 「Word翻 訳 」

 Microsoft Word97/98(日 本 語版)で 作 成 され た英

文 も レイ ア ウ トその ま ま に翻 訳 で き ます 。 訳 文 だ け

を別 フ ァ イ ル に保 存 も可 能 。

《PowerE/Jシ リー ズ に関 す るお 問 い 合 わ せ 先 》

 シ ャー プ株 式 会 社 コ ンシ ュ ーマ ー セ ン ター

 西 日本 相 談 室 TEL(06)621-4649

 東 日本 相 談 室 TEL(043)297-4649

・Microsoft 、 Windowsは 、米 国Microsoft Corporation

及 び その 他 の 国 にお け る登 録 商 標 で す 。

・英 文 メー ル作 成 支 援 の デ ー タは 、 (株)イ ン ター

グ ル ー プが 開 発 した英 文 レ ター の テ ン プ レー トデ ー

タ及 び英 文 レター 作 成 ソ フ ト 「レター ナ ビゲ ー タ」

に基 づ い て お り、 著 作 権 は イ ン ター グル ー プ 社 に あ

ります 。

動 作 環 境

 OS  :Windows95(Windows98で 動 作確 認 済)

 メモ リ:16MByte以 上

 ハ ー ドデ ィス ク:26MB(最 小)～124MB(最 大)

価 格 12,000円(税 別)
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新製晶紹介

The翻 訳 オ フ ィス

株式会社 東芝

1.は じめ に

 東 芝 は 、Microsoft●Officeに 含 まれ る3大 ソ フ ト

(Microsoft●Word, Microsoft●Excel, Microsoft●

PowerPoint⑧)上 か ら英 日 ・日英 の 双 方 向 の 翻 訳 が

簡 単 にで き る 「The翻 訳 オ フ ィス」 を発 売 い た しま

した。

 新 商 品 は 、Microsoft● OfficeのWord、 Exce1、

PowerPoint● に翻 訳 を ア ドイ ン して 手 軽 に 英 日 ・日

英 の翻 訳 が で き ます 。 約23万 語 の 英 日基 本 辞 書 を搭

載 し、 ク リ ップ ボ ー ドに 入 った 文 を 自動 的 に 翻 訳 し

た り、 イ ン ター ネ ッ トの 情 報 を レ イア ウ トを残 した

ま ま翻 訳 で きる機 能 な ど、 他 の ア プ リケ ー シ ョン と

の連 携 も充 実 してい ます 。 さ ら に、 ユ ー ザ 固 有 の 言

い 回 しに翻 訳 で きる な ど 、 カ ス タマ イ ズ機 能 も充 実

し、初 心 者 か ら上 級 者 まで さ ま ざ まな 翻 訳 ニ ー ズ に

応 え た翻 訳 環 境 を提 供 し ます 。

き ます 。 英 語 の ス ラ イ ドを翻 訳 して 日本 語 の ス ラ イ

ドを作 った り、 日本 語 を 入 力 し英 語 の ス ラ イ ドを作

成 した りで き ます 。 (PowerPoint●97対 応)

図1 Word連 携 翻 訳

2.機 能 の ご紹 介

(1)Word連 携 翻 訳

 Wordに 翻 訳 を ア ドイ ン し ます 。 ドラ ッ グ した 範

囲 の 翻訳 だ け で な く、 か な漢 字 変 換 感 覚 で タ イ プ し

な が ら翻訳 しWordに 入 力 で き ます 。 全 文 翻 訳 で は

文 書 全体 を 一 回 の指 示 で翻 訳 し、 図1の よ う に レ イ

ア ウ トを復 元 した翻 訳 が で き ます(注1)。 英 語 の文

書 の欲 しい とこ ろ だ け 日本語 に した り、 日本 語 を 入

力 して 英 語 の 文 書 を作 成 で き ます 。 最 新 のWord98

に も対 応 して い ます 。 (Word95/97/98対 応)

(2)Exce1連 携 翻 訳

 Excelに 翻訳 を ア ドイ ン し ます 。 ドラ ッ グ した セ

ル を翻 訳 す る だ け で な く、か な漢 字 変 換 感 覚 で タ イ

プ しなが ら翻 訳 し、Exce1に 入 力 で き ます 。 セ ル属

性 も保 存 され ます の で表 の イ メー ジが 保 た れ ます 。

(Bxce!95/97対 応)

(3)PowerPoint⑧ 連携 翻訳

 PowerPoint⑪ に 翻 訳 を ア ドイ ン し ま す 。 ス ラ イ ド

上 の ドラ ッグ した 範 囲 を翻 訳 す る だ けで な く、 か な

漢 字 変 換 感 覚 で タ イプ しな が ら翻 訳 お よ び 入力 が で

:=目 ■■■■■■■■ L-■

図2 Exce1連 携 翻訳

・j l  i

   lI
康芝の自e*tin瑠 の慶史

抽     田麟〇       四凹    89り5

1一 謝 峨 →
i.

[雛留舶ト 「羅慌1

図3 PowerPoint連 携 翻 訳
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(4)他 ア プ リ ケ ー シ ョン との 連 携 翻 訳

 Microsoft●Oftice以 外 の ア プ リケ ー シ ョンで は 、

ワ ン タ ッチ 翻 訳 機 能 を利 用 で き ます 。

 ワ ン タ ッチ 翻 訳 機 能 で は任 意 の ア プ リ ケー シ ョン

の ドラ ッ グ した 範 囲 を 自動 翻 訳 し ます 。 (注2)

3.動 作 環 境

ハ ー ドウ エ ア:

機 種:PCIAT互 換 機 、 PC98シ リー ズ

CPU:Pentium⑧ 以 上推 奨

必 要 メモ リ量:Windows●95の 場 合:32MB以 上

       Windows N'1●の場 合:40MB以 上

必 要 デ ィス ク容 量:50MB以 上

図4 ワ ン タ ッチ翻 訳

(5)フ ァイル翻訳

 ファイルを一括翻訳する機能です。テキス ト形式

のファイルだけでな くHTML形 式、 RTF形 式の翻

訳が可能です(注1)。

(6)そ の他の機能

 英日翻訳は約23万語、日英翻訳は約8万 語の基本

辞書を用いて、高度な翻訳を実現 します。利用者が

20万語 まで登録可能なユーザ辞書や、別売 りの専門

用語辞書を組み合わせることにより専門性の高い文

書の翻訳にも高い品質が得 られます。

 また、文体の設定や、助動詞の訳 し方などを指定

する翻訳環境設定機能を利用することでお好みの翻

訳結果 を得ることができます。

(注1)

(注2)

一 部復 元 で きな い情 報 もあ り ます
。 修 飾

の位 置 に よ っ て は翻 訳 結 果 に影 響 が 出 る

場 合 が あ り ます 。

ク リ ップ ボ ー ドに コ ピーで きる文 字 デ ー

タに 限 り ます 。

ソ フ トウ ェ ア:

0S :日 本 語Windows⑪95

   日 本 語Windows NT⑭WORKSTATION4.0

ア ドイ ン 可 能 な ッ ー ル:

   Word95/97/98, Excel 95/97, PowerPoint●97

   (い ず れ も 日本 語 版)

そ の 他:イ ン ス トー ル 時 に は 、CD-ROM装 置 が 必

    要 と な り ます 。

注 意:本 製 品 にOffice、 Word、 Exce1、 PowerPoint⑧

   は 付 属 し て い ませ ん 。

・ Microsoft, Windows, Windows NT , PowerPoint

 は 米 国 マ イ ク ロ ソ フ ト社 の 米 国 な ら び に そ の 他 の

地 域 に お け る 商 標 で す 。

■PentiumはIntel Corporationの 商 標 で す 。

● そ の 他 の 名 称 は 、 各 社 の 商 標 、 登 録 商 標 の 場 合 が

 あ り ま す 。

お 問 い 合 わ せ 先

  株 式 会 社 東 芝 コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク

  プ ロ ダ ク ト事 業 部

  TEL O3-3457-2725

製 品 情 報URL二

  http://eiplaza.[oshiba.co.jp

カ タ ロ グ ご 請 求 先URL:

  http:〃eiplaza.toshiba.co.jp!pcserver/astransacctlg,

  htm

憲
沁謬残

娯
▽

、η

＼霞 ノ

織
機

へ
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商品一鷲表

機 械 翻 訳 関連 ソ フ トウ ェアー 覧表(1)

ソフ トウ ェ ア名

1

z

3

4

5

s

7

8

9

訳師 如 来 英 日版Ver.2.0

訳師 如 来 英 日版Ver.1.5

訳師如来 日英版

訳師如来 英 日/仏日/独日

訳 師三 尊Ver.2.0

パ ー フ ェク ト日英訳 せ!!ゴ マVer.2.0

訳 せ 日 ゴ マ プ ロフェッショナルツール

TransLand/]E Ver.2.0

Transland/JE Ver.2.0

TransLand/JE Ver.2. O for EUDORA

TransLand/]E Ver.2. O for EUDORA

TransLand/7E専 門 用 語 辞 書Ver.2.0

ワ ー ドザ ・国 際 人EI Ver.4.1

イ ン タ ー ネ ッ トザ ・国 際 人EJ Ver.4.1

ワ ー ドザ ・国 際 人JE Ver.2.0

WD-01 SW

Power E/J Ver.3.0

日韓機械翻訳 システム

韓 日機械翻訳 システム

PIVOT/JE

PIVOT/E1

英 日翻 訳 ア ダプ タ1[CROSSROAD

英 日辞書引き君

英 文 名文 メイ キ ン グVer. .o

ATLAS E] for Windows95/NT

ATLAS JE for Windows95/NT

翻 訳 サ ー フ ィ ンVer.4. o

電辞海

日本 語 でサ ーチVer.1.0

Pensee/V Ver.2,0英 日版

Pensee/V Ver.2.0日 英 版

Pensee/V Ver.2.0日 英 版

Pensee for Internet

Pensee WWW Server

Pensee辞 書Pro

Pensee辞 書Pro

対象言語

英 → 日

英 → 日

日→ 英

英仏独日

英 日

日→ 英

日→ 英

日→ 英

日→ 英

日→ 英

日→英

日英

英 → 日

英 → 日

日→英

英 → 日

英 → 日

日→ 娘

韓 → 日

日→ 英

英 → 日

英 ⇔ 日

英和

和英

英 → 日

日→ 英

英 → 日

英和 ・和英

英→ 日

日→ 英

英 ⇔ 日

英 → 日

英 → 日

英 日版

日英版

基本辞書

20万 語

20万 語

20万 語

12.4万 語

30分 野,21万 語

5,5万 語

5.7万 語

5.5万 語

5.7万 語

38分 野,81万 語

12万 語

12万 語

8万 語

10.6万 語

11.4万 語

10万 語

10万 語

9万 語

7万 語

10万 語

9万 語

10万 語

13.6万 語

13.6万 語

15万 語

32万 語

15万 語

7万 語

9万 語

一般編38万 語

技術編38万 語

一般編38万 語

技術編38万 語

os

Windows95, NT3.5]

Mac7.1

Windows95, NT3.51

Windows95, NT3.51

Windows95

Windows95, NT4.0

Nindows95, NT4.0

Windows95, NT4.0

MacOS8

Windows95, NT4.0

MacOS8

ハ イ ブ リッ ド

Windows95

Windows95

Windows95

ワープロ書院

Nindows95

MS-DOS5.0

MS-DOS5.0

EWS-UX/V

EWS-U%/V

Windows95, NT4.0

Windows

Windows95, NT4.0

Windows95, NT4.0

Windows95, NT4.0

Windows95, NT4.0

Nindows

Windows95, NT4.0

Windows95, NT4.0

Nindows95, NT4.0

Windows95, NT4.0

Windows95, NT3.51

Solarisl.x

Windows95, NT3.51

Windows95, NT3.51

メモ リ

12MB一

IOMB一

12MB一

12MB一

16M6一

20MB一

20MB一

16MB一

12MB一

16MB一

12MB一

12MB一

12M6一

8MB一

16MB一

3.8MB一

3.8M6一

40MB一

32MB一

32MB一

8MB一

16MB一

16MB一

16MB一

16MB一

4MB一

]6MB一

16MB一

16MB一

16MB一

16MB一

32MB一

]6MB一

16MB一
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1998年7月 現 在

販売価格(円)

5,825

5,825

5.825

14,800

8,000

19,800

19,800

39,800

69,800

12,800

12,SOO

2s, soo

29,800

9,800

25,000

150,000

12,000

298,800

2ss, soo

500,000

500,000

9,800

9,800

19,800

58,000

58,000

8,800

12,800

6,000

38,000

38,000

58,000

9,800

148,000

za,000

zs,000

販売会社

CSK

工 一 ア゚ イ'ソ フ ト

ブ ラザー

三 洋 イ ン フ ォ メ ー シ

ョン ビジネ ス

シ ヤー ブ

日立情 報 ネ ッ トワー

ク

NEC

富士通

沖 ソ フ トウェ ァ&オ
ージス総研

問い合わせ先

電 話

(03)5956-9377

(03)3376-7122

(052)824-3420

(06)443-5144

(06)621-4649

(043)297-4649

(03)5763-1361

(03)3456-8343

(03)3730-3136

(03)5970-9952

FAX

(03)5956-9378

(03)3376-5901

(052)825-0311

(06)448-4659

(03)5763-1364

(03)3456-6348

(03)5462-2344

担 当販売

生 産 技 術 部 、 商 品 サ ポ ー ト部

yakushi@mtmng.csk.co.jp

http:〃www.csk.co.jp/products/nyoraiノ

エ ー ・ア イ ・ソ フ ト(株)

http:!/www.aisoft.co.jp/

ブ ラザ ー 販 売(株)情 報 機 器 事 業 部

soft.sales@brother.co.jp

http:〃www.brother.co.jp!translandノ

営 業統 括 部 国内営 業 部

http://www.sanyo.co.jp/SIB/

シ ャー プ 株 式 会 社 コ ン シ ュ ー マ ー セ ン タ ー

http://www.sharp.co.jp/sc/excite/soft _

map/soft.htm http://www.sharp.co.jp/

営 業本 部NS事 業 部

http://hinet.co.jp/

NEC EC推 進 本 部 、

汎 用 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 事 業 部

meshplus@apinfo.mt.nec.co.jp

http:〃meshplus.meshnet.ar.]P/adp2!

http://www.nec.co.jp/98/

富 士 通(株)、

ソ リ ュ ウ シ ョ ン 販 売 推 進 部

http://jpark.ext.fujitsu.co.jp/ATLAS/

沖 ソ フ トウェ ア(株)営 業 部 、

オ ー ジス 総 研 シ ステ ム プ ロダ クツ 部 プ ロ ダ ク

ツ営 業部

pkg@okisoft.co.jp

http://www.okisoft.co.jp/
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機 械 翻 訳 関 連 ソ フ トウ ェアー 覧 表(2)

ソ フ トウ ェア名

10

11

12

13

14

15

X-EJ 2/W

X-E]

X-D[C/W

X-DIC専 門用 語辞 書

Logo Vista EtoJ Pro

Logo Vista EtoJ Pro

Logo Vista Elo7 Personal

Logo Vista Etol Personal

Logo VistaEtoJ Internet Plus Ver.4.0

Logo VistaEto] Internet P us Ver.4.0

コ リ ャ 英 和98!Ver.3.0

コ リ ャ 英 和Ver.1.1

これ和英

これ和英

QuickTrans View Ver.1.0

Eto]ペ ン トラ ンス レー タ

ASTRANSAC Sun WS

ASTRANSAC C/S

ASTRANSAC C/S

ASTRANSAC for Windows Vec 3.0

ASTRANSAC for Windows Vec 3.0

ASTRANSAC for Windows Ver.3.0

ASTRANSAC for Internet Ver.2.0

ASTRANSAC for Internet Ver.2.0

Surf Mate

ASTRANSAC/Web

The翻 訳 オ フィス

J・London Ver.3/EJ

J・London Ver.3/JE

J・London Ver.3

専門用語辞書

専門用語辞書

J・ソ ウル 日韓版

」・ソ ウル韓 日版

World Net/El

J・北 京

翻訳革命

Dc Surf Deluxe for Windows

Dr. Surf for Windows Ver.2.0

Dr. Surf for Macintosh Ver.2.0

対象言語

英 → 日

英 → 日

英 ⇔ 日

英和・和英

英→ 日

英→ 日

英 → 日

英 → 日

英 → 日

英→ 日

英→ 日

英 → 日

日→英

日→ 英

英 → 日

英 → 日

英 ⇔ 日

英 ⇔ 日

英 ⇔日

英→ 日

日→ 英

英⇔日

英 → 日

英 ⇔ 日

英 → 日

英 ⇔ 日

英の 日

英 → 日

日→英

英 ⇔ 日

英 日

日英

日→韓

韓 → 日

英 → 日

中 → 日

英 → 日

英 → 日

英 → 日

英 → 日

基本辞書

6万 語

5万 語

6万 語,5.5万 語

3分 野,3万 語

13万 語

13万 語

13万 語

13万 語

13万 語

13万 語

13万 語

5.5万 語

5.5万 語

5.5万 語

13万 語

13万 語

19万 語,8万 語

19万 語,8万 語

19万 語,8万 語

21万 語

8万 語

21万 語,8万 語

21万 語

21万 語,8万 語

8万 語

19万 語,8万 語

23万 語

18万 語

18万 語

18万 語

31分 野,63万 語

34分 野,67万 語

10万 語

17万 語

10万 語

16万 語

7万 語

43万 語

7万 語

7万 語

os

Windows, NT

MS-DOS3.1

Windows, NT

Windows, NT

Windows95, NT4.0

Mac

Windows95, NT4.0

Mac

Windows95, NT4.0

Mac

Windows95, NT4.0

Mac

Windows95

Mac

Windows95, NT4.0

Windows95/98

UNIX

UNIX

Windows95, NT

Windows95, NT

Windows95, NT

Windows95, NT

Windows95, NT3.51

Windows95, NT3.51

Windows95

UNIX, Windows NT

Windows95,

Windows NT4.0

Windows95, NT4.0

Windows95, NT4.0

Windows95, NT4.0

Windows

Windows

Windows95, NT4.0

Windows95

Windows95, NT4.0

Windows95, NT4.0

Windows95, NT4.0

Windows95

Windows95

MacOS8

メモ リ

4MB一

640KB一

4MB一

16MB一

16M6一

16MB一

16MB一

16MB一

16MB一

32M6一

7MB一

16M6一

16MB一

32MB一

18MB一

32MB一

32MB一

32MB一

16MB一

16MB一

16MB一

16MB一

16MB一

16MB一

32MB一

32MB-

40MB一

32MB一

32MB一

32MB一

32MB一

16MB一

32M6一

32MB一

16M6一

32MB一

16MB一

8.5MB一
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1998年7月 現 在

販売価格(円)

48,000

29,000

48,000

8,000

97,000

97,000

39,800

39,800

12,800

12,800

7,800

9,800

12,800

14,800

6,500

45,000

goo,000

340,000

340,000

63,000

63,000

':111

12,800

16,800

8,400

200,000

16,800

49,800

49,800

49,800

29,800

29,800

198,000

198,000

12,800

49,800

14,800

34,800

12,800

12,800

販売会社

ス ピ リ ッ ト

カテ ナ&ロ ゴヴ ィス

タ

東芝

高電社

松下電器産業

メデ イア ビ シ ョン

問い合わせ先

電 話

(03)3234-8041

(0423)38-1118

(03)3457-2725

(06)628-8880

(03)3834-2921

(03)3222-:;908

FAX

(03)3234-8089

(0423)38-1079

(06)628-2351

(03)3834-3986

販売担当

ス ピ リ ッ ト(株)

カ テ ナ(株)ソ フ トウ ェ ア プ ロ ダ ク ツ 事 業 部,

ロ ゴ ヴ ィ ス タ(株)

sp_cs@catena.co.jp

http://www.catena.co.jp/sp/

http://www.logovista.co.jp/

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク プ ロ ダ ク ト事 業

部

admin@softyark.jplaza.com

http:〃eiplaza.toshiba.co.jp/products/transac/

AFI/index.html

本 社

http://www.mesh.ne.jp/1{ODENSHA/

http://www.panasonic.co.jp/kme/pcsoft/

honnkaku/honnkaku.htm

(株)メ デ イ ア ビ シ ョ ン

http://www.mvi.co.jp/
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機 械 翻 訳 関連 ソ フ トウ ェ アー 覧表(3)

ソ フ トウ ェア名

16

17

18

19

20

12

インターネ ット 翻訳の王様

Transpad for Windows Ver.3

Transpad NN for Windows

E‐J BANK for Windows Ver.6

E‐] BANK China for Windows

1‐E BANK for Windows Ver.6

1‐E BANK China for Windows Ver.2

AILogic Translator for Windows

PAT‐Transer/ej

Net Surfer/ej Ver.3

Net Surfer/ej Ver.3

英 語deめ 一 る

英 語deめ 一 る

PC‐Transer/ej Vec5

PC‐Transer/ej Vec 5

PC-Transer/je Vec4

PC‐Transer/je Ver.4

全分 野 専門 語辞 書Ver,2

全分 野 専門 語辞 書Ver.2

Power Translator Pro.

Power Translator Pro.

Power Translator

Power Translator Standard

Power Translator Ver.6.0

た ち まち翻 訳Ver.2.0

HICATS英 日翻 訳支 援 シ ステム

H[CATS日 英 翻 訳支 援 シ ステム

ロボ ワー ドVer.3.0[三 省堂 デ イ リー コ

ンサ イ ス英和/和 英 辞典 版]

ロポ ワー ドVer,3.0[研 究 社新 英和/新 和

英 中 辞典 版]

対象言語

英 → 日

英 ⇒ 日

英 → 臼

英 → 日

英/中 → 日

日→ 英

日→英/中

英/仏/独/

伊/西/葡 →

日

英→ 日

英→ 日

英→ 日

日→ 英

日→英

英 → 日

英 → 日

日→英

日→英

日英

英 日

独 ・仏 ・西

独 ・仏 ・西

独 ・仏 ・西

独 ・仏 ・西

独 ・仏 ・西 ・

伊 ・英

英 → 日

英 → 日

日→英

英 ⇔ 日

英 ⇔ 日

基本辞書

16万 語

22万 語

13.5万 語

13.5万 語

8万 語

8万 語

20万 語

20万 語

22万 語

22万 語

19分 野,95万 語

19分 野,95万 語

6万 語

6万 語

6万 語

12万 語

16万 語

os

Windows95, NT4.0

Windows95/98, NT3.5

Windows95, NT4.0

Windows95/98, NT4.0

Windows95/98, NT4.0

Windows95/98,

NT3.51

Windows95/98, NT4.0

Windows95/98, NT4.0

Windows95, NT4.0

Windows95, NT4.0

MacOS8

Windows95, NT3.51

Mac7.1

Windows95, NT3.51

Mac7.1

Windows95, NT3.51

Mac7.1

ハ イ ブ リツ ド

ハ イ ブ リッ ド

Windows

Mac

Windows

Mac

Windows95, NT

Windows95, NT4.0

UNIX

UNIX

Windows95, NT4.0

Windows95, NT4.0

メ モ リ

32MB一

8MB一

32MB一

32MB一

32MB一

32M6一

25MB一

16MB一

17MB一

16MB一

7MB一

24MB一

12MB一

24MB一

9M6一

16MB一

24MB一

16MB一

16MB一
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1998年7月 現 在

販売価格(円)

7,800

14,800

s,soa

49,800

65,000

49,800

65,000

65,000

498,000

2s, soo

zs, soo

2s,800

zs, soo

198,000

198,000

198,000

198,000

98,000

98,000

148,000

148,000

58,000

58,000

58.000

9,800

1,000,000

1,000,000

12,800

14,800

販売会社

日本IBM

工 一 ・ア イ ・

ロ ジ ッ ク

ノヴ ァ

イ リス イ ンタ ー ナ シ

ョナ ル

日立製作所

サ ン ・オ ー ク

問い合わせ先

電 話

0120-04-1992

(03)3798-4838

(03)3820-1121

(03)3542-0950

0120-55-0504

(0722)70-6876

FAX

(044)200-8600

(03)3798-4839

(03)3820-1126

(03)3542-0974

(045)865-9001

(0722)70-6675

販売担当

日本IBM

http:〃www.ibm.co.jp!software/lnternet/1【ing1

工 一 ・ア イ ・ロ ジ ッ ク

http://www.ailogic.co.jp/

(株)ノ ヴ ァ

sales@nova.co.jp

http:〃www, nova.co.jp/

http://www.yamatane.co.jp/transer/

E-Mail:iris@mxk.meshnet.or.jp

http;〃www.meshnet.or.jp/irisノ

日 立 オ ー プ ン ミ ドル ウ ェ ア

WWW-mk@soft.hitachi.co.jp

http://www.hitachi.co.jp/soft/trans/

サ ン ・オ ー クE・Mai1:sanoak@sanoak.co.jp

http://www.sanoak.co.jp/
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総会報篶

第8回 通常総会および関連行事の報告

 アジア太平洋機械翻訳協会の第8回 通常総会が、6月17日(水)13時30分 から東京都港区芝公園の機械振

興会館6階 ・6-66会 議室で開催 された。

 本年は通常総会のあと、会員相互お よび役員、委員との交流懇親を目的 として成果報告会、講演会、懇談

会が開催され、合計67名 の参加を得て各行事 とも盛会であった。

[行事の全体プログラム]

行  事

第8回 通常総会

成果報告会

講 演 会

懇 談 会

内 容

第1号 議案 '97年度事業報告

第2号 議案 '97年度決算報告

第3号 議案 '98年度事業計画

第4号 議案 '98年度予算

第5号 議案 役員改選

1

2

3

4

技術動向調査委員会   報告

市場動向調査委員会   報告

ネットワーク翻訳研究会 報告

MT Summit Wフ ァース トアナウンスメント

「大翻訳時代を迎えて」

東京大学教授 西垣通 氏

立 食パ ー テ ィー形 式 の懇 談 会

(会場 は 、 同会 館6-67会 議 室)

時  間

13:30-14:30

14:30-16:15

16:30-17:30

17:40-19:00

[通常総会]

 雨宮運営委員長の司会で定刻 どおり開会 し、出席84名(本 人または代理人出席32、 委任状52)で 本総会の

成立が報告された。田中会長の挨拶 と議長就任、議事録署名人の選出のあ と、上記の5件 の議案が審議 され、

いずれも可決承認となった。

 また、本年は役員の改選期に当り、理事14名 、監事2名 が選任 され、同時に開催 された臨時理事会で本誌

25頁の役員紹介のとおり会長、副会長が選任 された。

 このあと、来賓の通産省機械情報産業局電子機器課長補佐三角育生氏か ら祝辞があり、14時30分 に終了し

た。

 なお、1998年3月 末時点でのAAMTの 会員数は法人会員34社 、個人会員153名 である。

[成 果 報 告 会]

 1997年 度1年 間 の活 動 成 果 が 、 技 術 動 向 調 査 委 員 会 ・村 木 一 至 委 員 長 、 市 場 動 向 調 査 委 員 会 ・坂 本 義 行 委

員 長 、 ネ ッ トワー ク翻 訳 研 究 会 ・横 山 晶 一 座 長 か ら各 々資 料 に も とつ い て 報 告 され た。

 また 、来 年9月 に シ ンガポ ー ルで 開 催 され るMT Summit Wに つ き、 会 員 に対 す る フ ァー ス トア ナ ウ ンス

メ ン トが 田 中 会 長 か ら行 われ た。 (本誌26頁 参 照)

[講演 会]

 「大 翻訳 時代 を迎 え て」 ‐The New Translation Wave と題して東京大学社会科学研究所教授西垣通

一24一



氏から機械翻訳に関わる会員に内容豊かな提言があった。人間と違い機械は物理的非歴史的存在であ り、そ

こに人間と同 じような深い推論をさせない方がよい、完壁な翻訳を目指 さず大意を伝えることに努力すべき

である等、多 くのアドバイスをいただいた。

[懇談会]

 会場 を隣の6-67会 議室に移 し、奥平運営委員の司会で和やかな立食パーティーとなった。西垣講師も参

加、田中会長は じめ多 くの来賓、会員の挨拶、海外からの会員の出席 もあってテーブルの料理がすっか りな

くなるまでにぎやかに懇談が続いた。

事務癩渥灘 誹

役 員 の 紹 介

 第8回 通常総会および臨時理事会に於いて新 しい役員が選任 され、これから2年 間の体制が確立 しまし

たのでお知 らせいたします。

                               (1998年7月 現在、敬称略、順不同)

      会 長 田中 穂積 東京工業大学大学院情報理工学研究科 教授

      副会長 小谷 泰造 株式会社インターグループ 代表取締役

       〃  辻井 潤一 東京大学大学院理学系研究科情報科学専攻 教授

〃

理 事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ク

監 事

 〃

丸山

長尾

吉川

浅田

岡村

松香

三木

 武

 真

英一

 篤

 正

茂道

弼一

牛尾真太郎

田中 達雄

野村 浩郷

石崎  俊

佐藤 清俊

勝田美保子

富士通株式会社 代表取締役副社長

京都大学 総長

日本電気株式会社 常務取締役

シャープ株式会社 常任顧問

株式会社東芝 取締役上席常務

株式会社日立製作所 専務取締役

松下電器産業株式会社 取締役

沖電気工業株式会社 常務取締役

社団法人日本電子工業振興協会 専務理事

九州工業大学情報工学部知能情報工学教室 教授

慶応義塾大学環境情報学部教授

社団法人日本電子工業振興協会 常務理事

株式会社十印 代表取締役

                委 員 の 交 替

[運営委員会]

シャープ株式会社   退任 小川 潤三

           就任 福持 陽士 情報システム事業本部ソフ ト事業推進セ ンター 副参事

[技術動向調査委員会]

シャープ株式会社   退任 平井 徳行

           就任 佐田 いち子 情報システム事業本部ソフ ト事業推進センター 係長

[編集委員会]

株式会社富士通研究所 退任 富士  秀

           就任 大倉 清司 マルチメデ ィアシステム研究所

                    ドキュメント処理研究部
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AA'1>'i5膿鵠轍

                  MT Summit Vd

              September 1999 Singapore

                              AAMT会 長兼IAMT会 長 田中穂積

 AAMTは 、来年の9月 にシンガポールでMT Summi[Wを 開催いたします。会員ならびに関係先の皆様の

多数の参加を得、内容豊かな会議 として成功するよう格別のご支援をお願いいたします。

1.MT Summitの 歴 史

 日本 が 提 唱 して 始 まっ た機 械 翻 訳 国際 会 議 「MT Summit」 は 、1987年9月 に箱 根 で 第1回 会議 を開 催 、 以

降2年 ご と に ア ジア 太平 洋 地 域(AAMT)、 ヨー ロ ッパ(EAMT)、 ア メ リカ(AMTA)の 順 で 開 催 され 、 機 械

翻 訳 の グ ロ ーバ ルな 発展 と交 流 に大 きな成 果 を あ げ て き ま した。

MT Summitの 開 催 状 況

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

開 催 地

日本

西 ドイ ツ

ア メ リ カ

日本

ル クセ ン ブル ク

ア メ リ カ

シ ン ガポ ー ル

箱 根

ミュ ンヘ ン

ワ シ ン トン

神 戸

ヘ ミサ イ クル

サ ンデ ィエ ゴ

年 月 日

1987年9月17日 ～19日

1989年8月16日 ～18日

1991年7月1日 ～4日

1993年7月19日 ～22日

1995年7月11日 ～13日

1997年10月29日 ～11月1日

1999年9月13日 ～17日

参加人数

200

284

310

230

350

320

2.前 回の サ ンデ ィエ ゴ サ ミッ トの状 況

 第6回MT Summitは 、 昨 年 秋 に ア メ リ カ、 サ ンデ ィエ ゴ で 開 催 され 、 日本 か らはAAMT調 査 団11名 を

含 む28名 が 参 加 して 国際 的 な討 議 、研 究 、交 流 を深 め ま した。

 その 席 で 、田 中穂 積AAMT会 長 はIAMT会 長 に 就 任 、 次 回 のMT SummitV をAAMT主 催 に よ り1999年

に シ ン ガポ ール で 開 くこ とを発 表 し ま した。

3.MT SummitWSingaporeの 開 催 計 画

 (1)開 催 期 間

   1999年9月13日(月)      Tutorials

        14日(火)～16日(木)Conference

        17日 (金)      Work-shop

 (2)開 催場 所   シ ンガポ ー ル国 立 大 学 内 "Kent Ridge Digital Labs(KRDL)"

 (3)参 加予 定 人 員 200名(内 、 日本 か ら50名)

 (4)初 期 活 動 の状 況

   Program Committee :辻 井 潤 一 副 会 長 が 委 員 長 とな り、世 界 各国 か らの メ ンバ ー25名 で 構 成

   日本 の メ ンバ ー  :亀 井 真 一 郎(日 電)

             梶 博 行 (日立)

             松 井 くにお(富 士 通)

             伊 藤 悦 雄  (東芝)
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            飯 田 仁  (ATR)

  Loca且Organizing Committee:シ ン ガポ ー ル大 学 の4名 の 方 々 を中 心 に構 成

  General Committee:田 中穂 積 会 長 を中 心 に近 日中 に編 成 予 定

           AAMT運 営 委 員 会 が 企 画 運 営 を担 当

(5)こ れ か らの 広 報 活 動

  海外 のIAMT、 AMTA、 EAMTに 案 内 す る と と もに 、 国 内 の 官 公 庁 、 大 学 、研 究 機 関 、 ジ ャー

 ナ リズ ム 、 ユ ー ザ 、協 力 団 体 に向 け て支 援 を依 頼 。

 会 員 に 向 け て は 、AAMTJournal、 MT News Internationalの ほ か 、 AAMTホ ー ムペ ー ジ で19頁次 連 絡 。

嘉務潟港灘,

委員 および研究会 メンバ ーの募集

 当協会の活動は、会員の皆様の参加による委員会、研究会活動によって支えられています。

 このうち、本年度から次の4つ の活動を個人 ・法人両会員の方々の自由な参加により運営 したいと考えて

お ります。

1.技 術動向調査委員会

2.市 場動向調査委員会

3.編 集委員会

4,ネ ットワーク翻訳研究会

委員長 村木 一至(NEC)

 〃  坂本 義行(筑 波女子短大)

 〃  野村 浩郷(九 工大)

座 長 横山 晶一(山 形大)

委員8名

委員10名

委員3名

委員11名

 こ れ ら4つ の委 員 会 、研 究 会 活 動 こそ が 、AAMTの エ ンジ ン と な り、 エ ネ ル ギ ー と な っ て お りま す。 昨

年 は 各 々 、 年4～6回 の 会 合 を開 催 して 発 表 、 討 議 、 ヒ ア リ ン グ、 交 流 等 を積 み重 ね て参 り ま したが 、今 年

も下 記 の計 画 で 活動 に 入 っ て お ります 。

 つ き ま して は 、各 委 員 会 、研 究 会 と も新 しい 委 員 、メ ンバ ー を募 集 して お ります の で 、ど うぞ ご参 加 くだ さい。

 事 務 局 に お 問 い 合 わせ い た だ け れ ば す ぐ に詳 しい情 報 をご 連絡 い た します 。 原 則 と して 、 参 加 申込 み 、 各

委 員 長 の承 認 、 メ ンバ ー 登録 、次 回 の 委 員 会 の 開催 案 内 とい う順 序 で ご出 席 い た だ く予 定 で す 。

本年度の活動内容

技術動向調査委員会

市場動向調査委員会

編集委員会

ネ ッ トワー ク翻 訳研 究 会

① 次 世 代 機 械 翻 訳 技 術 の 調 査

 Coling、 ACLな ど主 要 学 会 を中心 に 、 知 的 で 頑 健 な機 械 翻 訳 シ ス テ ムの た

 め の 技 術 開発 動 向 を調 査 して い く。

②UPFプ ロ ジ ェ ク ト翻訳 辞書 共通 化技 術 の 普 及

 PAの 支 援 を 受 け 、 UPF仕 様 検 討 委 員 会 を 設 け て2年 が か りで 完 成 し た

 fUPF(Universal Platform)翻 訳 辞 書 仕 様 の 業 界 デ フ ァ ク ト化 を図 る ため 、

 技 術 、 情 報 サ ー ビ ス と普 及促 進 を行 な う。

① 最 新 のMTシ ステ ム の 市場 動 向 に つ き、 ジ ャ ー ナ リス ト、研 究 者 、 専 門 家

 を招 い て 計 画 的 に ヒヤ リ ン グ を行 い 、 時 代 の 流 れ を正 し く把 握 す る 。

② イ ン ター ネ ッ トな どに 習 熟 した学 生 、 若 い 会 社 員 と、 コ ン ピュ ー ター に慣

 れ て い な い 年 配 の 初 心 者 とに ユ ー ザ層 を分 け て市 場 調 査 を進 め る 。

①AAMT Jouma1の 年4回 の 編 集 発 行 。

②MT News Internationalの サ ポ ー ト

③AAMTの 広 報 、 宣 伝 の 調 査 研 究O

① ネ ッ トワ ー ク上 の 翻訳 シス テ ム に つ い て 、 メ ンバ ー企 業 か ら ヒア リ ン グ を

 しつ つ調 査 研 究 を進 め る。

② イ ン ター ネ ッ ト上 で 新 た に 出 て き た 言 葉 を収 集 して ま とめ 、UPF r_で 供

 給 す る こ とを 図 る。
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新制図書の紹爺

翻 訳 の 曼 茶 羅 佐伯正剛著

AAMTの 会 員 で 翻 訳 家 の 佐 伯 正 剛 さん が 、 「翻 訳 の 曼薬 羅 」 とい う本 を6月30日 に発 行 しま した。 AAMT

に も寄 贈 が あ り ま した の で 、 ご覧 に な りた い方 は事 務 局 にお 立 寄 り くだ さい。

書名

著者

出版

価格

内容

翻訳の曼茶羅  英語と翻訳の不思議

佐伯正剛(翻 訳家、AAMT会 員、 JTA理 事)

株式会社図書刊行会(TEL:03-5970-7421)

1,800円

 「この小冊子の表題を 「翻訳の曼茶羅」 としましたのは内容が総べて翻訳に関する項 目の説明又

は例示である為です。

 上記の項 目については一応次の6項 目に分類 しました。即ち「言葉と言語」、「俳句」、「和歌」、「諺」、

「慣用語句」、「法律文書」、「特殊文書」、「万葉集」、「嘘」、「オノマ トペア」、「キーワーズ」及び 「街

の英語」と以上に関する参考文献がその内訳です。

 この小冊子作成の意図は日本語に於ける古今に亘 り固有の万葉集 ・和歌 ・俳句の他、中国から受

け継いだ漢字と固有の仮名を併用する特殊な形式を各分野別に且つ出来るだけ広範囲に又その英訳

を併せ例示したことです。」                   (著者のあとがきより)

イベン ト紹癒

テ ク ニ カル コ ミュ ニケ ー シ ョン シ ンポ ジ ウム'98

AAMTと 相 互協 力 関係 に あ る 関連 団体 「テ クニ カ ル コ ミュニ ケー ター 協 会 」 が 、毎 年 恒 例 のTCシ ンポ ジ

ウ ム を来 る9月3日 、4日 の 両 日、 新 宿 で 開 催 し ます の で ご紹 介 し ます。

 本 年 で10年 目 とい う歴 史 あ る シ ンポ ジ ウム で あ り、AAMTも 協 力 団 体 と して参 加 してお り ます。
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モ ノ、 メデ ィア、 コ ミュニ ケ ー シ ョン 人 とモ ノ との対 話

1998年9月3日(木)4日(金) 10:00～17:00

工 学 院 大 学(JR新 宿駅 か ら徒 歩4分)

通 産 省 、 日経 新 聞 、JTF、 JTA、 AAMTな ど30団 体

プ ロ グ ラ ム

 ・基 調 講 演

 ・分 科 会

・特 別 セ ミ ナ ー

・発 表

「人 とモ ノ との デ ィバ イ ネー シ ョ ン」  デ ザ イ ンデ ィ レ ク ター ・川 崎 和 男 氏

「電 子 マ ニ ュ ア ル を よ り良 くす る に は」「テ クニ カ ル コ ミュ ニ ケ ー ター の 未 来 」

「マ ニ ュ アル 制 作 の ロー カ ラ イゼ ー シ ョ ン」 等8分 科 会

「Webサ イ トを デザ イ ンす る」「マ ニ ュ アル ビ ジュ ア ル 化 の 進 め 方 」 等5セ ミナ ー

「辞 書 づ く り」「文 例 参 照 翻 訳」「語 彙 の 問 題」「文書 作 成 の効 率」 等35ケ ー ス

・他 に 、展 示 会 、交 流 会

参加料金

問い合わせ先

会 員15,000円  非 会 員20,000円

TC協 会 事 務 局

TEL:03-3368-4607

ホ ー ム ペ ー ジ:http;〃www.jtca.org/
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